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六
月
の
で
き
ご
と

－
日
議
会
建
設
委
員
会
（
2
目

　
　
ま
で
）

3
H
　
議
会
総
務
民
生
委
貝
会

7
H
　
観
光
協
会
総
会

8
日
　
出
稼
ぎ
共
助
会

13

H
議
会
産
業
経
済
委
員
会

14

日
　
治
由
林
道
協
会
総
会

20

H
　
町
総
合
検
診
　
　
（
24
目
ま

　
　
で
）

　
　
議
会
運
営
委
員
会

23

H
　
部
落
総
代
会

27

目
　
農
業
委
員
会
総
会

28

H
　
六
月
議
会
定
例
会
　
　
（
29

　
　
n
ま
で
）

　
　
町
消
防
半
日
訓
練

▼
七
月
の
予
定

－
日
　
町
老
入
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス

　
　
ポ
ー
ツ
大
会

2
．
日
　
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン

6
日
　

町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

　
　
会

m
日
町
消
防
大
会
想
定
訓
練

　
　
郡
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

　
　
会
（
町
民
体
育
館
）

B
日
　
第
一
回
町
民
長
縄
と
び
大

　
　
会

困
H
　
第
卜
三
回
町
民
体
育
大
会

は
町
民
長
縄
と
び
大
会
や

育
大
会
な
ど
ス
ポ
；
ツ
行

山
あ
り
ま
す
。
運
動
不
足

方
に
と
っ
て
は
良
い
機
会

大
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

だ
さ
い
．

丘
日
か
ら
は
県
美
術
博
物

三
卜
二
点
の
作
品
を
借
り

美
術
展
が
セ
ン
タ
：
で
開

ま
す
。

、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
鑑

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

賞　催て館　みでぎ事町　し頃てつた皆　かliバて早が
い是さのか八てす1みが民今よかいてかさ六もでテほく降し
た非れ’ら月く0・）沢体月ラ，らるい？ん月知もをし梅る月

に
人
っ
た
と
い
う
の
に
雨

と
肌
寒
く
感
じ
る
程
で
す

雨
が
明
け
、
暑
い
夏
が
来

い
も
の
で
す
が
、
毎
年
夏

す
る
人
に
と
っ
て
は
、
］

遅
い
方
が
と
思
っ
て
い
る

れ
ま
せ
ん
ね
。

に
行
わ
れ
た
町
総
合
検
診

受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し

　
白
分
で
は
健
康
だ
と
思

て
も
、
意
外
な
所
が
弱
っ

事
が
あ
る
も
の
で
す
．
日

健
康
管
理
に
気
を
付
け
ま

こ
よ
み

8
｛2
i

場
合
は
三
十
一
日

里
水
泳
大
会

l
O
ゆ
o
り
ー
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ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
成
績
で
は
、
松
里
地
．
区
が

　
新
し
い
と
い
え
ば
、
小
・
中
・
　
　
一
昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
し
、
布

高
校
生
の
種
H
も
一
新
さ
れ
、
人
　
　
川
地
．
区
が
漁
卜
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

問
サ
ッ
カ
ー
・
人
閲
置
き
か
え
り
　
　
　
こ
の
H
は
．
さ
わ
や
か
早
朝
体

レ
ー
、
頭
脳
綱
引
き
、
騎
馬
戦
と
、
　
操
”
の
表
彰
。
去
年
県
．
八
し
国
人

ど
れ
を
と
っ
て
も
見
て
い
て
お
も
　
　
会
に
出
場
し
、
頑
張
っ
た
選
ヂ
た

し
ろ
い
競
技
で
し
た
。
特
に
、
中
　
　
ち
に
体
育
協
会
か
ら
表
彰
状
と
メ

高
校
生
男
子
に
よ
る
”
騎
馬
戦
”
　
　
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

は
迫
力
が
あ
り
、
久
し
振
り
に
見
　
　
　
ま
た
来
年
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
’
　
　
極

輪
警
㌶
魍
㍑
粥
羅
蓼

婦
人
会
の
皆
さ
ん
罠
臨
り
。
　
　
ヨ

麟
◎
熱
雛
罰

勧
鰯
欝
肇
　
当

こ
の
戊
績
に
よ
っ
て
は
逆
転
の
チ

位
で
し
た
。
こ
の
時
点
で
の
総
合

得
点
は
、
布
川
地
区
が
松
里
地
区

に
二
点
の
差
を
つ
け
、
ト
ッ
プ
だ

っ
た
の
で
す
が
男
子
リ
レ
ー
で
松
　
　
サ
、
　
・
溜

里
が
一
位
、
布
川
は
三
位
と
な
り
　
　
　
「
　
耀

惜
し
く
も
逆
点
負
け
を
し
て
し
ま
　
　
　
　
　
譲
灘
脳
，

　
い
ま
し
た
。
布
川
地
区
残
念
。
　
　
　
　
　
、
　
’
　
“
　
　
　
　
織
噸

ノ〆

ρ
チビツ　てガがツ仁よ

　　　　一応援にも熱が入る備田地区）

～詞

．
ぜ
遣

「取られるもんか」

　　久しぶりの騎馬戦

ぜ
，
論

，
翼

の
　
け
　
し署．

｝
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r
、
．
ぜ
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｝
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》
W
露
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松之山町民体育大会
　　さわやか随　　送毛籍導者　彰

錘ロー■●

沢分けセはにて船会　 ま向グ役会会天つ　に多がて
山かて1一・し’＿式各しけラ員とQσ）た雨匪jく　’σ）川’
拾るあジ個て大1〔に地たてン・あ二中去の催のし々制

施
行
．
．
一
卜
周
年
を
記
へ
，
心
し

第
卜
．
∴
回
町
民
休
育
人
会

」
．
．
　
．
　
q
ー
）
1
”
k
i
，
」

ノ
　
　

ー
レ
ー
α
ー
叶
E
o

町
民
が
参
加
し
て
、
盛
人

さ
れ
ま
し
た
。

た
め
巾
止
と
な
っ
て
し
ま

年
と
違
い
、
奇
跡
的
な
晴

で
始
ま
っ
た
町
民
体
育
大

年
振
り
、
し
か
も
記
へ
・
心
人

っ
て
朝
口
ト
く
か
ら
選
r
・

応
援
の
皆
さ
ん
が
中
μ
．
r
校

ド
に
集
合
し
て
、
人
会
に

の
意
気
込
み
を
見
せ
て
い

O
区
応
援
席
の
前
に
は
、
開

L
げ
る
た
め
の
、
左
色
の
風

百
個
）
が
川
意
さ
れ
て
い

会
を
一
層
華
や
い
だ
も
の

い
ま
し
た
。
こ
の
風
船
に

一
個
に
．
r
供
た
ち
の
メ
ッ

を
書
い
た
手
紙
が
結
び
つ

り
、
拾
っ
て
く
れ
た
人
に

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。

　
競
技
の
方
鯵
．
r
生
9
0
0
メ

ー
ト
ル
か
ら
始
ま
り
、
、
κ
卜
歳
以

L
の
皆
さ
ん
に
よ
る
紅
白
．
k
人
れ

．
．
一
キ
ロ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
続
き
ま

し
た
。
．
．
、
キ
ロ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に

は
、
ド
鰍
池
部
落
出
身
で
現
在
痕

海
大
学
で
頑
張
っ
て
い
る
長
距
離

ラ
ン
ナ
ー
、
相
沢
義
和
君
が
オ
ー

プ
ン
参
加
し
、
素
晴
ら
し
い
走
り

っ
ぷ
り
を
見
せ
て
く
れ
よ
し
た
。

　
宝
箱
運
び
が
終
っ
た
時
点
で
は

．
．
一
省
地
区
が
ち
ょ
っ
と
成
績
不
振

だ
っ
た
も
の
の
他
四
地
区
は
一
～

一
、
点
差
し
か
な
く
、
接
戦
状
態
で

し
た
。
特
に
前
回
最
ド
位
だ
っ
た

松
之
山
チ
ー
ム
の
奮
闘
が
目
立
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
新
し
い
種
H
と
し
て

登
場
し
た
ナ
イ
ス
ド
リ
ブ
ル
ス
ロ

ー
リ
レ
ー
と
長
な
わ
と
び
、
ど
ち

ら
も
と
ま
ど
い
が
あ
っ
た
も
の
の

無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
こ
の
両

方
と
も
松
之
山
が
一
位
と
頑
張
り

総合成績
優　勝 松　里 169点
準優勝 布　川 161点

3　位 松之山 153点

4　位 浦　田 128点

5　位 三　省 79点

地区対抗リレー

男　子　1　位 松　　　里

2　位 松　之　山

3　位 布　　　川

女　子　　1　位 松　　　里

2　位 松　之　山

3　位 浦　　　田

麟
辱
畠
顕
聯
旨
■
■
■
■
㌔
蟻
菊
『
（
蟹
置
マ

飾

語
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民
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年
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ー
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2　位 松　之　山

3　位 布　　　川

女　子　　1　位 松　　　里

2　位 松　之　山

3　位 浦　　　田

麟
辱
畠
顕
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■
■
■
㌔
蟻
菊
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（
蟹
置
マ

飾

語

　　まつのやま②

町

民
体
育
大
会

去
年
の
分
も
走
つ
て

●

聖火ランナーが高々と

松之山地区草村和茂君と津端

　　　真紀子さんの二人

投

廼
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高考
麟
磁

町制施行3・周

　　　大

昼
は
真
夏
の
雪
ま
つ
り

夜
は
星
空
映
写
会

　
真
夏
に
冬
か
ら
貯
蔵
し
て
お
い

た
雪
を
使
っ
て
、
お
も
い
っ
き
り

遊
ん
じ
ゃ
お
う
と
い
う
、
ち
ょ
っ

と
ぜ
い
た
く
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
八

月
十
三
日
（
土
）
に
大
厳
寺
高
原

で
行
わ
れ
ま
す
。
名
付
け
て
”
大

厳
寺
高
原
ま
つ
り
”
。

　
今
回
は
町
制
施
行
三
十
周
年
記

念
事
業
の
中
に
も
組
み
込
ま
れ
、

昨
年
以
上
に
ビ
ッ
グ
な
イ
ベ
ン
ト

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

盆
帰
り
の
方
た
ち
と
一
緒
に
、
是

非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
一
日
中
楽
し
め
ち
ゃ
う
事
受
け

2
書
一

△
・
い
で
す
。

　
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
時
問
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
熱
気
球
が
や
っ
て
来
る
ぞ
！

＊
空
か
ら
地
球
を
覗
い
て
み
よ
う
。

・
大
人
七
百
円
・
子
供
三
百
円
で

　
乗
せ
て
く
れ
ま
す
。

・
午
前
十
時
～
午
後
五
時
ま
で

＊
裸
足
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
な
引
き
”
豪
華
賞
品
あ
り

・
男
性
三
名
・
女
性
二
名
で
一
チ

　
ー
ム
。
　
（
先
着
十
組
ま
で
）

・
午
前
十
一
時
か
ら

＊
君
は
う
ま
く
つ
か
ま
え
ら
れ
る

　
か
な
？
”
ジ
ャ
ン
ボ
岩
魚
つ
か

　
み
ど
り
”

・
つ
か
ま
え
た
魚
は
持
ち
帰
っ
て

噸
）

町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念

も

　
第
｝
回
の
町
民
な
が
な
わ
と
び

大
会
が
、
七
月
十
三
日
の
夜
、
町

民
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
十

九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
優
勝
口
指

し
頑
張
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
昨
年
町
民
体
育

大
会
の
新
し
い
種
目
と
し
て
“
な

が
な
わ
と
び
”
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

各
地
区
で
練
習
会
が
持
た
れ
た
も

の
の
、
雨
で
大
会
が
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
実
現
出
来
な
か
っ
た
事

か
ら
、
今
年
町
制
施
行
三
十
周
年

○
塩
焼
き
に
／
．

・
午
後
二
時
～
二
時
三
十
分
ま
で
。

＊
子
供
た
ち
大
集
合
、
カ
ブ
ト
虫

　
が
も
ら
え
る
ぞ
。
　
“
カ
ブ
ト
虫

プ
レ
ゼ
ン
ト
”

・
三
百
人
に
オ
ス
・
メ
ス
ニ
匹
を

　
虫
カ
ゴ
付
で
差
し
上
げ
ま
～
す
。

　
そ
の
他
、
雪
上
解
放
タ
イ
ム
で

は
、
チ
ュ
ー
ブ
乗
り
、
ソ
リ
、
ミ

ニ
ス
キ
ー
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
出
店
も
あ

り
ま
す
よ
。

　
ま
た
、
夜
八
時
か
ら
は
下
蝦
池

出
身
の
人
気
マ
ン
ガ
家
、
し
げ
の

秀
ー
一
さ
ん
の
「
、
バ
リ
バ
リ
伝
説
し

（
少
年
マ
ガ
ジ
ン
掲
載
）
の
星
空

映
写
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
大
白
然
の
中
で
の
映
写
会
、
楽

し
み
で
す
ね
。

　
十
三
日
に
は
、
町
内
三
地
区
か

ら
無
料
送
迎
バ
ス
が
、
昼
丁
夜
二

回
運
行
さ
れ
ま
す
。
運
行
時
問
は

各
家
庭
に
お
届
け
し
た
チ
ラ
シ
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
目
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
た
め
、
牧
場
入
口
か
ら
山
伏
山
・

深
坂
峠
方
面
へ
の
道
路
が
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
全
面
交

通
止
と
な
り
ま
す
。
　
（
う
回
路
な

し
）
ご
協
力
を
お
、
願
い
し
ま
す
。

養
撃葦

　
　
　
　
　
　
々
餐

　
今
年
は
、
農
業
委
員
会
委
員

の
改
選
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
日
程
で
告
示
・

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
立

候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
告
一
示
期
日

　
九
月
五
日
（
月
）
立
候
補
届

◎
選
挙
期
日

　
九
月
十
日
（
土
V
投
票
日

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
八
月
二
十
四
日
、
午
前
九
時

　
よ
り
役
場
に
て
実
施
予
定
。

関心を瓢とう

頚
蜥
7
讐

（
・
◎
頸

，
．
か

鱒

「
な
が
な
わ
と
び
大
会
」

優
勝
は
新
山
チ
ー
ム

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
競
技
方
法
は
、
一
チ
ー
ム
十
二

名
（
飛
び
手
十
名
、
ま
わ
し
手
二

名
・
年
齢
制
限
な
し
）
の
編
成
で

二
回
飛
び
、
多
く
飛
ん
だ
方
の
数

で
勝
ち
抜
き
を
し
て
い
く
と
い
う

も
の
で
、
予
選
で
四
チ
ー
ム
・
準

決
勝
で
．
五
チ
ー
ム
が
落
と
さ
れ
、

H
収
終
的
に
は
勝
ち
残
っ
た
十
チ
ー

ム
が
決
勝
戦
に
進
む
と
い
う
方
法

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
予
選
で
は
黒
倉
チ

優勝を喜ぶ新山チームの皆さん

副賞の商品券を使っての祝勝会「次の

大会でもガンバルぞq

ー
ム
が
九
卜
九
回
も

飛
ん
で
、
他
の
チ
ー

ム
を
驚
ろ
か
せ
る
素

晴
ら
し
い
ジ
ャ
ン
プ

を
見
せ
て
く
れ
た
ほ

か
、
一
番
少
な
い
チ

ー
ム
は
二
度
や
っ
て

一
回
し
か
飛
べ
な
い

所
も
あ
っ
た
り
し
て
、

綱
引
き
大
会
と
は
違

っ
た
お
も
し
ろ
さ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
十
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦

で
は
、
予
選
で
黒
倉
チ
ー
ム
が
飛

ん
だ
九
十
九
回
を
ト
回
る
記
録
が

次
々
と
生
ま
れ
、
み
ん
な
を
「
あ

っ
」
と
言
わ
せ
ま
し
た
。
農
協
チ

ー
ム
が
一
〇
、
五
回
を
飛
ん
で
、
初

め
て
百
回
の
壁
が
破
ら
れ
る
と
、

続
い
て
湯
山
チ
ー
ム
が
一
〇
三
回

を
飛
び
、
そ
し
て
、
一
番
口
．
取
後
に

飛
ん
だ
新
山
チ
ー
ム
が
、
何
と
一

三
四
回
の
大
記
録
を
樹
立
し
て
優

勝
を
手
に
し
ま
し
た
。
本
当
に
良

く
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
の
競
技
は

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
る
よ
う

に
、
　
「
心
ひ
と
つ
に
し
て
　
み
ん

な
で
ジ
ャ
ン
プ
」
し
な
け
れ
ば
沢

山
飛
べ
ま
せ
ん
。
誰
で
も
飛
べ
る

け
ど
、
す
ご
く
難
し
い
競
技
な
ん

で
す
ね
。

　
人
会
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

憂
　
券
　
　
　
　
　
　
一
．
．
一
q

準
優
勝

　　（ノ）卜ll新

Oう　Q山
1〔き　　　チ
回　、仁　　　1

　　　つ　　　　ム

　　チ
　　　o

　　ム
　　　　　　　四

（
二
二
四
回
）

三
　
位
　
湯
山
チ
ー
ム
　
一
〇
．
二

　
尚
、
戸
選
か
ら
通
し
て
一
番
回

数
を
多
く
飛
ん
だ
L
位
『
、
一
チ
ー
ム

に
贈
ら
れ
る
”
ジ
ャ
ン
ブ
賞
”
も
、

新
山
・
の
う
き
ょ
う
・
湯
山
チ
ー

饗職〆』
他のチームの皆さんに見

ム
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
こ
の
大
会
を
行
う
予
定

が
あ
る
よ
う
で
す
。
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
ま
す
の
で
、
チ
ー

ム
を
沢
山
作
っ
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
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回
の
壁
が
破
ら
れ
る
と
、

続
い
て
湯
山
チ
ー
ム
が
一
〇
三
回

を
飛
び
、
そ
し
て
、
一
番
口
．
取
後
に

飛
ん
だ
新
山
チ
ー
ム
が
、
何
と
一

三
四
回
の
大
記
録
を
樹
立
し
て
優

勝
を
手
に
し
ま
し
た
。
本
当
に
良

く
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
の
競
技
は

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
る
よ
う

に
、
　
「
心
ひ
と
つ
に
し
て
　
み
ん

な
で
ジ
ャ
ン
プ
」
し
な
け
れ
ば
沢

山
飛
べ
ま
せ
ん
。
誰
で
も
飛
べ
る

け
ど
、
す
ご
く
難
し
い
競
技
な
ん

で
す
ね
。

　
人
会
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

憂
　
券
　
　
　
　
　
　
一
．
．
一
q

準
優
勝

　　（ノ）卜ll新

Oう　Q山
1〔き　　　チ
回　、仁　　　1

　　　つ　　　　ム

　　チ
　　　o

　　ム
　　　　　　　四

（
二
二
四
回
）

三
　
位
　
湯
山
チ
ー
ム
　
一
〇
．
二

　
尚
、
戸
選
か
ら
通
し
て
一
番
回

数
を
多
く
飛
ん
だ
L
位
『
、
一
チ
ー
ム

に
贈
ら
れ
る
”
ジ
ャ
ン
ブ
賞
”
も
、

新
山
・
の
う
き
ょ
う
・
湯
山
チ
ー

饗職〆』
他のチームの皆さんに見

ム
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
こ
の
大
会
を
行
う
予
定

が
あ
る
よ
う
で
す
。
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
ま
す
の
で
、
チ
ー

ム
を
沢
山
作
っ
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
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国
保
の
税
率
決
ま
る

　
国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
よ
り

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
は
、
被
保
険
者
の
義
務
で
あ

り
、
期
日
ど
う
り
に
必
ず
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
保
険
税
の
額
は
、
基
本
的
に
は

そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い

に
な
る
か
を
予
測
し
た
上
で
税
額

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
が
ふ

え
れ
ば
当
然
保
険
税
も
ふ
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
節
約

を
し
ま
し
ょ
う
。

4
月
．
5
月
・
6
月
は

　
　
　
　
　
　
暫
定
保
険
税

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決

ま
り
ま
し
た
。
保
険
税
は
、
前
年

分
の
所
得
や
固
定
資
産
税
な
ど
を

「
賦
課
基
準
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
前
年
度
の
所
得
が
決

定
さ
れ
る
ま
で
の
4
月
か
ら
6
月

ま
で
は
、
暫
定
保
険
税
と
し
て
、

前
年
度
の
保
険
税
の
十
二
分
の
一

の
額
を
月
額
と
し
て
い
ま
す
。

踊
団
新
し
い
保
険
税

　
7
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納

付
書
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
今
年
度
の
税
を

決
め
る
税
率
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
ら
4
つ
の
合
計
額
が
、
今

年
度
の
保
険
税
で
す
。

　
7
月
か
ら
の
保
険
税
は
、
4
月

か
ら
6
月
ま
で
の
「
暫
定
保
険
税
」

を
差
引
い
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
高
限
度
額
は

　
　
　
　
　
年
問
四
〇
万
円

’
保
険
税
は
、
世
帯
主
が
国
保
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
主

に
一
括
賦
課
さ
れ
、
賦
課
額
の
算

定
は
世
帯
主
の
所
得
や
資
産
、
お

よ
び
加
入
者
の
所
得
・
資
産
に
つ

い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
世
帯
主
が
加
入
者
で
な
い
場

合
（
擬
制
世
帯
）
は
、
世
帯
主
の

分
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
｝
世
帯
あ
た
り
の
年
間

保
険
税
の
最
高
限
度
額
は
、
四
〇

万
円
で
す
。

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
、
保
険

税
が
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
こ
の
割

引
き
は
所
得
の
申
告
が
な
い
と
該

当
に
な
り
ま
せ
ん
。
国
保
係
で
も

所
得
の
照
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

昭和63年度国民健康保険税率表

区　分 税　　率 説　　　　　　　　　　　　明

所得割 5．12

函
所得金額10，000円に対し512円

資産割
53．42 固定資産税（土地・家屋）
100 額10，000円に対し5，342円

均等割 18，700円 加入者1人について、2人の場合は・
　　　　　　　　　　　　　　37，4（10円

平等割 21，400円 1世帯について

財
政
の
健
全
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
！

　
め
ざ
ま
し
い
医
療
医
術
の
進
歩

や
医
療
費
の
値
上
が
り
の
影
響
も

あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
に
お
け
る
医

療
費
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
、
う
な
ぎ
の
ぽ
り
に

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
相
扶

共
済
を
目
的
に
し
た
国
保
制
度
が

崩
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
不
足
分
は
、
保
険
税
の
値
上
げ

に
よ
っ
て
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
毎
年
保

険
税
の
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
、
み
な
さ
ん
の
負
担

入収税険保と費．療匡のり1人

獅

　
　
　
　
　
　
　
璽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
　
一
人

皿
人
が
、
必
要
な
と
き
、
本
当
に

必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん
を
転

転
と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク
ス
リ

ね
だ
り
を
す
る
よ
う
な
、
ム
ダ
な

医
療
費
を
使
わ
な
い
よ
う
に
、
お

互
い
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

口医 療 費
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9
月
9
日
は

　
　
　
　
　
　
救
急
の
日

◎
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

　
　
（
分
遣
所
か
ら
の
お
願
い
）

　
消
防
署
（
分
遣
所
）
で
は
、
職

員
が
二
十
四
時
間
、
い
づ
で
も
出

動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
や
、
急
病
な
ど
思
わ

ぬ
事
態
に
出
合
っ
た
時
は
、
分
遣

所
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

▼
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き

　
一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の

こ
と
を
は
っ
き
り
知
ら
せ
て
下
さ

い
。

e
「
火
事
」
　
「
救
急
」
の
区
別

口
来
て
ほ
し
い
場
所
。
　
（
部
落
・

　
屋
号
）

口
事
故
や
病
気
の
種
類
。

四
患
者
の
性
別
・
年
齢
。

㈲
患
者
が
今
ど
ん
な
様
子
か
。

　
（
意
識
が
あ
る
か
・
呼
吸
し
て

　
い
る
か
・
出
血
が
あ
る
か
等
）

㈹
自
分
の
名
前
（
部
落
と
屋
号
で

　
も
良
い
）

▼
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
で

き
れ
ば
次
の
事
を
行
っ
て
下
さ
い
。

の
必
要
な
手
当
を
続
け
る
。

⇔
保
険
証
を
準
備
す
る
。

口
救
急
車
が
わ
か
る
よ
う
に
表
へ

　
出
る
。

㈲
か
か
り
つ
け
の
医
師
が
い
た
ら

　
連
絡
す
る
。

▼
救
急
車
が
到
着
し
た
ら

　
救
急
隊
員
に
次
の
事
を
伝
え
て

下
さ
い
。

ω
到
着
す
る
ま
で
の
患
者
の
容
態
。

⇔
応
急
手
当
の
内
容
。

ω
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
。

㈱
連
絡
が
と
れ
て
い
た
ら
そ
の
病

　
院
。

　
火
事
や
救
急
、
そ
の
他
消
防
に

関
す
る
事
で
わ
か
ら
な
い
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
湯
山
の
分
遣
所
に

お
聞
き
ド
さ
い
。

　
電
話
は
六
－
二
三
三
〇
番
で
す
。

を

受けたら

年金証書の提出を

　
八
月
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
福
祉

年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、

金
証
轡
を
役
場
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る

本
人
や
そ
の
配
偶
者
な
ど
の
前
年

の
所
得
を
調
査
し
、
引
き
続
き
年

金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決

め
、
今
年
の
八
月
か
ら
来
年
七
月

ま
で
の
年
金
額
を
記
入
し
て
お
返

し
す
る
も
の
で
す
。

　
も
し
、
証
書
の
提
出
が
遅
れ
た

り
提
出
が
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

年
金
額
の
記
入
に
支
障
を
き
た
し
、

次
回
の
年
金
支
払
い
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
た
に
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
な
ど
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
や
、
受
け
て
い
る
公
的

年
金
の
額
が
改
定
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
公
的
年
金
証
書
の
写
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「行方不明の人を捜す相談所」

開設のお知らせ

（無　料）

　
警
察
で
は
、
八
月
巾
一
カ
月
問

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
次
の
よ
う
な
場
所
で
開
設
し
ま

ず
。　

皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の

人
で
、

○
病
気
な
ど
を
苫
に
し
て
家
出
を

　
し
た
。

o
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
。

O
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶
え

　
た
。

　
等
で
、
そ
の
後
消
息
が
知
れ
ず

お
困
り
の
方
は
、
是
非
と
も
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
所
で
は
、
全
国
各
地
で
亡

く
な
ら
れ
、
身
元
の
分
か
ら
な
い

方
の
写
真
や
、
持
ち
物
な
ど
の
資

料
を
多
数
川
意
し
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▽
巡
回
相
談
所
　
　
（
ヒ
越
地
区
）

○
八
月
八
H
（
月
）
・
上
越
北
警

　
察
署
　
電
話
〇
二
五
五
ー
四
三

　
上
二
＝
二
番
。

o
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

▽
常
設
相
談
所

o
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　
新
潟
市
新
光
町
四
番
地
、
（
電

　
話
二
八
四
1
三
一
、
二
一
番
内
線

　
二
五
三
し
～
二
五
三
八
へ
〉
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区　分 税　　率 説　　　　　　　　　　　　明

所得割 5．12

函
所得金額10，000円に対し512円

資産割
53．42 固定資産税（土地・家屋）
100 額10，000円に対し5，342円

均等割 18，700円 加入者1人について、2人の場合は・
　　　　　　　　　　　　　　37，4（10円

平等割 21，400円 1世帯について

財
政
の
健
全
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
！

　
め
ざ
ま
し
い
医
療
医
術
の
進
歩

や
医
療
費
の
値
上
が
り
の
影
響
も

あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
に
お
け
る
医

療
費
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
、
う
な
ぎ
の
ぽ
り
に

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
相
扶

共
済
を
目
的
に
し
た
国
保
制
度
が

崩
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
不
足
分
は
、
保
険
税
の
値
上
げ

に
よ
っ
て
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
毎
年
保

険
税
の
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
、
み
な
さ
ん
の
負
担

入収税険保と費．療匡のり1人

獅

　
　
　
　
　
　
　
璽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
　
一
人

皿
人
が
、
必
要
な
と
き
、
本
当
に

必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん
を
転

転
と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク
ス
リ

ね
だ
り
を
す
る
よ
う
な
、
ム
ダ
な

医
療
費
を
使
わ
な
い
よ
う
に
、
お

互
い
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

口医 療 費

円 ■■ 保険税収入
200，000

1
8
7

150，000 1
　、

3
1

6
6
、 2

31 1
3

4
0
、 3

8
100，000 1

9
、
0 3 2

1
4

3
0
3
9

3
1

4
3

4
6

50，000
5
8
0
2
1
0

、 6 1
　
、
8
9
8

3
　
、
7
4
7

　、

8
9
3

5
3
2

30，000

58 59 60 62年度

⑦まつのやま

9
月
9
日
は

　
　
　
　
　
　
救
急
の
日

◎
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

　
　
（
分
遣
所
か
ら
の
お
願
い
）

　
消
防
署
（
分
遣
所
）
で
は
、
職

員
が
二
十
四
時
間
、
い
づ
で
も
出

動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
や
、
急
病
な
ど
思
わ

ぬ
事
態
に
出
合
っ
た
時
は
、
分
遣

所
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

▼
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き

　
一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の

こ
と
を
は
っ
き
り
知
ら
せ
て
下
さ

い
。

e
「
火
事
」
　
「
救
急
」
の
区
別

口
来
て
ほ
し
い
場
所
。
　
（
部
落
・

　
屋
号
）

口
事
故
や
病
気
の
種
類
。

四
患
者
の
性
別
・
年
齢
。

㈲
患
者
が
今
ど
ん
な
様
子
か
。

　
（
意
識
が
あ
る
か
・
呼
吸
し
て

　
い
る
か
・
出
血
が
あ
る
か
等
）

㈹
自
分
の
名
前
（
部
落
と
屋
号
で

　
も
良
い
）

▼
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
で

き
れ
ば
次
の
事
を
行
っ
て
下
さ
い
。

の
必
要
な
手
当
を
続
け
る
。

⇔
保
険
証
を
準
備
す
る
。

口
救
急
車
が
わ
か
る
よ
う
に
表
へ

　
出
る
。

㈲
か
か
り
つ
け
の
医
師
が
い
た
ら

　
連
絡
す
る
。

▼
救
急
車
が
到
着
し
た
ら

　
救
急
隊
員
に
次
の
事
を
伝
え
て

下
さ
い
。

ω
到
着
す
る
ま
で
の
患
者
の
容
態
。

⇔
応
急
手
当
の
内
容
。

ω
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
。

㈱
連
絡
が
と
れ
て
い
た
ら
そ
の
病

　
院
。

　
火
事
や
救
急
、
そ
の
他
消
防
に

関
す
る
事
で
わ
か
ら
な
い
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
湯
山
の
分
遣
所
に

お
聞
き
ド
さ
い
。

　
電
話
は
六
－
二
三
三
〇
番
で
す
。

を

受けたら

年金証書の提出を

　
八
月
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
福
祉

年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、

金
証
轡
を
役
場
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る

本
人
や
そ
の
配
偶
者
な
ど
の
前
年

の
所
得
を
調
査
し
、
引
き
続
き
年

金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決

め
、
今
年
の
八
月
か
ら
来
年
七
月

ま
で
の
年
金
額
を
記
入
し
て
お
返

し
す
る
も
の
で
す
。

　
も
し
、
証
書
の
提
出
が
遅
れ
た

り
提
出
が
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

年
金
額
の
記
入
に
支
障
を
き
た
し
、

次
回
の
年
金
支
払
い
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
た
に
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
な
ど
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
や
、
受
け
て
い
る
公
的

年
金
の
額
が
改
定
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
公
的
年
金
証
書
の
写
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「行方不明の人を捜す相談所」

開設のお知らせ

（無　料）

　
警
察
で
は
、
八
月
巾
一
カ
月
問

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
次
の
よ
う
な
場
所
で
開
設
し
ま

ず
。　

皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の

人
で
、

○
病
気
な
ど
を
苫
に
し
て
家
出
を

　
し
た
。

o
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
。

O
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶
え

　
た
。

　
等
で
、
そ
の
後
消
息
が
知
れ
ず

お
困
り
の
方
は
、
是
非
と
も
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
所
で
は
、
全
国
各
地
で
亡

く
な
ら
れ
、
身
元
の
分
か
ら
な
い

方
の
写
真
や
、
持
ち
物
な
ど
の
資

料
を
多
数
川
意
し
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▽
巡
回
相
談
所
　
　
（
ヒ
越
地
区
）

○
八
月
八
H
（
月
）
・
上
越
北
警

　
察
署
　
電
話
〇
二
五
五
ー
四
三

　
上
二
＝
二
番
。

o
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

▽
常
設
相
談
所

o
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　
新
潟
市
新
光
町
四
番
地
、
（
電

　
話
二
八
四
1
三
一
、
二
一
番
内
線

　
二
五
三
し
～
二
五
三
八
へ
〉
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4
雨
の
中
で
の
消
防
想
定
訓
練
、

　
松
之
山
町
消
防
団
（
小
野
塚
健

　
団
長
）
は
．
六
層
．
干
ハ
日
に

町
民
ワ
ラ
ン
ド
で
半
日
訓
練
を
行

い
、
規
律
及
び
消
防
ボ
ン
フ
の
取

り
扱
い
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
訓
練
の
成
果
を
見
る
べ
く
．

し
月
十
日
の
日
曜
日
に
町
内
四
地

区
に
お
い
て
、
実
戦
さ
な
か
ら
の

想
定
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
訓
練
は
、
各
地
区
と

も
、
お
よ
そ
の
出
動
時
問
が
決
ま

鍵

」麟

rいになって

　2

っ
て
い
る
だ
け
で
．
ど
こ
で
火
災

が
発
生
す
る
か
細
か
い
所
が
知
、
b

さ
れ
て
い
な
い
中
で
実
施
さ
れ
、

ま
さ
に
本
番
に
近
い
訓
練
で
し
た
。

　
午
前
中
に
行
わ
れ
た
涌
田
・
松

之
山
地
区
の
訓
練
時
は
．
と
き
お

り
激
し
い
雨
が
降
る
あ
い
に
．
宝
の

天
気
で
、
消
防
団
員
は
雨
創
腓
を

着
て
の
出
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
地
区
で
は
上
川
、
寺
の
猪

之
名
部
落
が
火
点
と
な
り
、
実
施

町
内
四
地
区
で
！

　
　
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
動
車
ボ
ン
7

　
　
小
型
ボ
、
ノ
’
ブ
な
ど
十
二
台
が
出
動

　
　
し
て
、
消
．
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
急
き
ょ
編
成
し
た
と
い
う
．

　
　
上
川
手
婦
人
消
防
隊
の
皆
さ
ん
も
．

　
　
近
く
の
消
火
栓
か
ら
放
水
を
行
う

　
　
な
ど
￥
大
活
躍
で
し
た
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
花
火
な
ど
で
遊
ぶ
事

　
　
が
多
く
な
り
ま
◎
。
火
奪
を
出
さ

　
　
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
（
だ
さ

　
　
　
い
。

松之山地区での演習．猪之名に出動

轡
ノ
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
〆

繋
獄
施
9
、
礁

濯
、
膠
．
疑

　
　
　
、
這
き
劃

　
　
　
　
　
　
　
き
　
う
　
ぬ
　

，
、
慰
鰯
膨

2組に分かれてのスタート．道

第
四
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
四
五
〇
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒

　
今
回
が
第
四
回
目
と
な
っ
た
、

〃
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
〃
が
￥
七
月

二
臼
（
士
）
に
巳
之
下
線
を
使
う
コ

ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
過
去
三
回
を

上
回
る
四
五
〇
名
の
万
た
ち
が
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
三
歳
の
幼
児
か
』
、
b

大
人
ま
で
と
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
べ
ー
ス
を
守
っ
て
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
ぶ
り
で
し
た
。

　
こ
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
。
回
を
追
．

う
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、
ジ
ョ
、

ギ
ン
ワ
・
マ
ラ
ソ
ン
に
対
す
る
患

識
の
高
揚
が
伺
え
ま
す
，
ユ
催
者

側
も
大
変
喜
こ
ん
で
お
り
ま
司
が

反
面
．
コ
ー
ス
等
の
問
題
も
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
来
た
よ

～
つ
で
す
。

　
十
月
十
日
に
は
町
駅
伝
大
会
及

び
、
第
五
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
予

定
さ
れ
て

い
ま
◎
。
　
般
の
皆
さ

ん
も
￥
気
持
ち
の
良
い
斗
を
流
司

た
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
ー
，

b』　7島ゼ1薄議簿鷺1

帽21灘
駄礁璽
謹聯蕪
次々とゴールイン．今回は何番だったカ

3
町
内
学
童
水
泳
大
会

　
小
学
校
四
卸
生
以
上
の
児
童
が

出
場
◎
る
「
学
童
水
泳
大
会
」
が
、

七
月
二
十
八
日
町
民
フ
ー
ル
で
聞

催
さ
れ
、
先
生
や
父
兄
が
応
援
◎

る
中
、
　
一
生
け
ん
命
泳
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
朝
万
ま
で
雨
が
残
り
、

日
中
も
雲
が
低
く
ど
ん
よ
り
た
れ

込
め
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
．
選
手
の
皆
さ
ん
は
水
中
の
万

が
暖
か
い
ζ
［

ω
い
な
が
ら
記
録
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

三
つ
の
新
記
録
が
誕
生

　
各
．
榑
目
に
妬
記
録
が
沢
…
出
ま

し
た
が
、
新
記
録
の
み
お
．
知
ら
せ

し
ま
す
。

▽
四
昼
男
了
　
　
一
十
五
m
自
由
形

　
津
端
康
裕
（
松
之
由
小
）
19
秒
5

▽
六
年
女
．
5
　
二
十
万
m
自
由
形

　
竹
内
雅
イ
（
浦
田
小
）
1
6
秒
3

▽
よ
パ
年
女
‘
了
　

五
十
m
白
〕
由
形

　
竹
内
雅
子
（
浦
田
小
）
36
秒
5

◎
9
イ
記
録

▽
丑
研
男
～
　
二
十
五
m
背
泳

　
赫
、
勧
木
　
強
（
染
川
小
）

◎
リ
レ
ー
成
績

（
男
イ
）
　
　
　
分

位
　
東
川
小
　
－

一
位
　
松
之
山
小
ー

ヨ
位
　
松
里
小
　
／

（
女
子
）

・
位
　
松
望
小
　
－

衝
　
浦
田
小
　
－

位
　
集
川
小
　
－

餌
秒
8

17　14　09　叡j）

678
1815／5

2　8　7

　
　
　
　
　
・
．
　
！

　
　
　
　
り
、
淵
一
’
－

　
　
　
目
鑑

岬
漕
一

賭
讐壷

⑨まつのやま

偏

．
、
」
雷
扁

　
　
　
　
矯

尋ρ1」

4「ちょっと疲れちゃったなあモォー一」

頭
の
牛
を
引
き
つ
れ
て
大
厳
寺
高
原
で
キ
ャ
シ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
越
市
大
町
弓
学
校
）

ど陰

か
ら
交
流
学
習
を
行
っ
て
い
ζ

上
越
市
ぬ
大
咄
小
学
検
の
ぬ
勾
甘

（
九
ー

名
）
が
、
課
外
学
習
で

台
て
て
い
る
二
、
顕
の
小
さ
い
乳
外

を
連
れ
て
、
大
轍
婿
に
キ
ャ
ン
ブ

に
来
ま
し
た
。

　
大
助
小
学
校
で
は
、
各
学
a
．
〔

と
に
動
物
の
飼
台
や
野
莱
栽
、
培
な

ど
あ

ノ
リ
つ
て
お
、
り
、
力
臼
甘
は
．
彗

の
飼
自
と
側
究
が
…
勾
問
の
ラ
ー

マ
だ
・
で
ク
ぐ
す
．

五
茸
は
ど

酌
か
ら
松
聖
小
学
検

、
ま
た
浦
田
小
誉
．
校
と
は
今
茸

t
屓
午
七
日
、
1
q
且
レ
（
二

緒
に
牧
場
に
到

科
し
な
頭
の
体

は
、
牧
場
の
広
さ
に
駕
い
た
の
か
、

旅
の
疲
れ
が
出
た
の
か
グ
ッ
ヲ
リ

し
（
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
几
気

を
出
し
、
子
供
た
ち
が
娃
の
姿
亭

写
生
◎
る
の
に
ボ
ー
ス
ぞ
と
っ
⊂

い
ま
し
た
。

　
松
塑
小
学
校
と
の
少
流
は
初
串

の
都
合
ぐ

歓
迎
会
だ
け
～
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
合
同

で
＼
ヤ
ン
ブ
が
出
来
れ
ば
い
い
で

◎
ね
．

㌧・：．憾轟耀癖ぎ潔諮窟
　　　　　い　　一メ戦、孟葱認．夢瀞　・t

漉麟遜曇爵1鱗榊露嚢蕊
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牧場での牛の様子を皆んなでスケッチ

している所です。小さくて、とっても

カワイイ子牛君でした、，
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ー
詰
o
り
ー

4
雨
の
中
で
の
消
防
想
定
訓
練
、

　
松
之
山
町
消
防
団
（
小
野
塚
健

　
団
長
）
は
．
六
層
．
干
ハ
日
に

町
民
ワ
ラ
ン
ド
で
半
日
訓
練
を
行

い
、
規
律
及
び
消
防
ボ
ン
フ
の
取

り
扱
い
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
訓
練
の
成
果
を
見
る
べ
く
．

し
月
十
日
の
日
曜
日
に
町
内
四
地

区
に
お
い
て
、
実
戦
さ
な
か
ら
の

想
定
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
訓
練
は
、
各
地
区
と

も
、
お
よ
そ
の
出
動
時
問
が
決
ま

鍵

」麟

rいになって

　2

っ
て
い
る
だ
け
で
．
ど
こ
で
火
災

が
発
生
す
る
か
細
か
い
所
が
知
、
b

さ
れ
て
い
な
い
中
で
実
施
さ
れ
、

ま
さ
に
本
番
に
近
い
訓
練
で
し
た
。

　
午
前
中
に
行
わ
れ
た
涌
田
・
松

之
山
地
区
の
訓
練
時
は
．
と
き
お

り
激
し
い
雨
が
降
る
あ
い
に
．
宝
の

天
気
で
、
消
防
団
員
は
雨
創
腓
を

着
て
の
出
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
地
区
で
は
上
川
、
寺
の
猪

之
名
部
落
が
火
点
と
な
り
、
実
施

町
内
四
地
区
で
！

　
　
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
動
車
ボ
ン
7

　
　
小
型
ボ
、
ノ
’
ブ
な
ど
十
二
台
が
出
動

　
　
し
て
、
消
．
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
急
き
ょ
編
成
し
た
と
い
う
．

　
　
上
川
手
婦
人
消
防
隊
の
皆
さ
ん
も
．

　
　
近
く
の
消
火
栓
か
ら
放
水
を
行
う

　
　
な
ど
￥
大
活
躍
で
し
た
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
花
火
な
ど
で
遊
ぶ
事

　
　
が
多
く
な
り
ま
◎
。
火
奪
を
出
さ

　
　
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
（
だ
さ

　
　
　
い
。

松之山地区での演習．猪之名に出動

轡
ノ
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
〆

繋
獄
施
9
、
礁

濯
、
膠
．
疑

　
　
　
、
這
き
劃

　
　
　
　
　
　
　
き
　
う
　
ぬ
　

，
、
慰
鰯
膨

2組に分かれてのスタート．道

第
四
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
四
五
〇
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒

　
今
回
が
第
四
回
目
と
な
っ
た
、

〃
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
〃
が
￥
七
月

二
臼
（
士
）
に
巳
之
下
線
を
使
う
コ

ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
過
去
三
回
を

上
回
る
四
五
〇
名
の
万
た
ち
が
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
三
歳
の
幼
児
か
』
、
b

大
人
ま
で
と
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
べ
ー
ス
を
守
っ
て
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
ぶ
り
で
し
た
。

　
こ
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
。
回
を
追
．

う
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、
ジ
ョ
、

ギ
ン
ワ
・
マ
ラ
ソ
ン
に
対
す
る
患

識
の
高
揚
が
伺
え
ま
す
，
ユ
催
者

側
も
大
変
喜
こ
ん
で
お
り
ま
司
が

反
面
．
コ
ー
ス
等
の
問
題
も
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
来
た
よ

～
つ
で
す
。

　
十
月
十
日
に
は
町
駅
伝
大
会
及

び
、
第
五
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
予

定
さ
れ
て

い
ま
◎
。
　
般
の
皆
さ

ん
も
￥
気
持
ち
の
良
い
斗
を
流
司

た
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
ー
，

b』　7島ゼ1薄議簿鷺1

帽21灘
駄礁璽
謹聯蕪
次々とゴールイン．今回は何番だったカ

3
町
内
学
童
水
泳
大
会

　
小
学
校
四
卸
生
以
上
の
児
童
が

出
場
◎
る
「
学
童
水
泳
大
会
」
が
、

七
月
二
十
八
日
町
民
フ
ー
ル
で
聞

催
さ
れ
、
先
生
や
父
兄
が
応
援
◎

る
中
、
　
一
生
け
ん
命
泳
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
朝
万
ま
で
雨
が
残
り
、

日
中
も
雲
が
低
く
ど
ん
よ
り
た
れ

込
め
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
．
選
手
の
皆
さ
ん
は
水
中
の
万

が
暖
か
い
ζ
［

ω
い
な
が
ら
記
録
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

三
つ
の
新
記
録
が
誕
生

　
各
．
榑
目
に
妬
記
録
が
沢
…
出
ま

し
た
が
、
新
記
録
の
み
お
．
知
ら
せ

し
ま
す
。

▽
四
昼
男
了
　
　
一
十
五
m
自
由
形

　
津
端
康
裕
（
松
之
由
小
）
19
秒
5

▽
六
年
女
．
5
　
二
十
万
m
自
由
形

　
竹
内
雅
イ
（
浦
田
小
）
1
6
秒
3

▽
よ
パ
年
女
‘
了
　

五
十
m
白
〕
由
形

　
竹
内
雅
子
（
浦
田
小
）
36
秒
5

◎
9
イ
記
録

▽
丑
研
男
～
　
二
十
五
m
背
泳

　
赫
、
勧
木
　
強
（
染
川
小
）

◎
リ
レ
ー
成
績

（
男
イ
）
　
　
　
分

位
　
東
川
小
　
－

一
位
　
松
之
山
小
ー

ヨ
位
　
松
里
小
　
／

（
女
子
）

・
位
　
松
望
小
　
－

衝
　
浦
田
小
　
－

位
　
集
川
小
　
－

餌
秒
8

17　14　09　叡j）

678
1815／5

2　8　7

　
　
　
　
　
・
．
　
！

　
　
　
　
り
、
淵
一
’
－

　
　
　
目
鑑

岬
漕
一

賭
讐壷

⑨まつのやま

偏

．
、
」
雷
扁

　
　
　
　
矯

尋ρ1」

4「ちょっと疲れちゃったなあモォー一」

頭
の
牛
を
引
き
つ
れ
て
大
厳
寺
高
原
で
キ
ャ
シ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
越
市
大
町
弓
学
校
）

ど陰

か
ら
交
流
学
習
を
行
っ
て
い
ζ

上
越
市
ぬ
大
咄
小
学
検
の
ぬ
勾
甘

（
九
ー

名
）
が
、
課
外
学
習
で

台
て
て
い
る
二
、
顕
の
小
さ
い
乳
外

を
連
れ
て
、
大
轍
婿
に
キ
ャ
ン
ブ

に
来
ま
し
た
。

　
大
助
小
学
校
で
は
、
各
学
a
．
〔

と
に
動
物
の
飼
台
や
野
莱
栽
、
培
な

ど
あ

ノ
リ
つ
て
お
、
り
、
力
臼
甘
は
．
彗

の
飼
自
と
側
究
が
…
勾
問
の
ラ
ー

マ
だ
・
で
ク
ぐ
す
．

五
茸
は
ど

酌
か
ら
松
聖
小
学
検

、
ま
た
浦
田
小
誉
．
校
と
は
今
茸

t
屓
午
七
日
、
1
q
且
レ
（
二

緒
に
牧
場
に
到

科
し
な
頭
の
体

は
、
牧
場
の
広
さ
に
駕
い
た
の
か
、

旅
の
疲
れ
が
出
た
の
か
グ
ッ
ヲ
リ

し
（
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
几
気

を
出
し
、
子
供
た
ち
が
娃
の
姿
亭

写
生
◎
る
の
に
ボ
ー
ス
ぞ
と
っ
⊂

い
ま
し
た
。

　
松
塑
小
学
校
と
の
少
流
は
初
串

の
都
合
ぐ

歓
迎
会
だ
け
～
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
合
同

で
＼
ヤ
ン
ブ
が
出
来
れ
ば
い
い
で

◎
ね
．

㌧・：．憾轟耀癖ぎ潔諮窟
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牧場での牛の様子を皆んなでスケッチ

している所です。小さくて、とっても

カワイイ子牛君でした、，
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ー
鴇
o
う
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まつのやま⑩

5
天
水
島
チ
ー
ム
強
し
、
第
四
回
町
民
つ
な
ひ
き
大
会

　
商
工
会
青
年
部
主
催
の
第
四
回

町
民
づ
な
引
き
大
会
が
、
七
月
十

八
日
の
夜
、
町
民
体
肯
館
で
開
催

さ
れ
、
男
性
チ
ー
ム
ニ
十
「
・
女

性
チ
ー
ム
十
三
の
合
劃
　
十
四
チ

ー
ム
が
優
、
勝
目
指
し
て
、
力
強
く

引
つ
ぱ
り
あ
い
ま
し
た
。

　
過
去
三
回
の
大
会
反
省
と
し
て
、

男
性
と
女
性
の
人
数
バ

フ
ン
ス
が

難
し
い
点
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
回
ガ
ら
男
女
を

別
フ
ロ
ッ
ク
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

中
で
対
戦
す
る
事
に
し
た
所
、
「

段
と
ヲ
ー
ム
．
数
が
増
し
た
よ
う
で

弓
，　

試
合
の
乃
は
．
男
柑
プ
ー
ム
で

強
象
チ
ー
ム
の
天
水
・
島
A
・
B
が

…
回
戦
で
、
対
戦
弓
る
と
い
う
＼
ち

よ
つ
と
し
た
不
避
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
体
的
に
松
聖
地
区
の
鴇
さ

ん
で
作
ら
れ
た
チ
！
ム
が
強
か
つ

た

よ
う
で
◎
。
ま
た
、
茗
3
野
球

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
作
っ
た
ベ

ア
ー
ズ
ー
と
ベ
ア
ー
ス
H
の
兄
弟

チ
ー
ム
が
峯
決
勝
で
対
戦
◎
る
な

ど
、
ぐ
じ
認
も
か
な
り
成
績
に
影

浴衣姿が色っぽい“うれ頃チーム。の皆さん

響
す
る
よ
う
で
◎
。

　
優
勝
し
た
の
は
や
は
り
天
水
島

B
チ
ー
ム
（
若
手
組
）
の
皆
さ
ん

で
し
た
。
さ
◎
が
で
す
ね
。

　
さ
て
、
女
帽
チ
ー
ム
の
万
は
十

三
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
消
防
の
ハ
ッ
ビ
姿
あ
り

、

夏
ら
し
く
色
つ
ば
い
浴
衣
姿
あ
り

と
女
牲
ら

し
い
奇
抜
な
バ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
大
会

を

段
ど

却
や
か
な
も
の
に
し
て

い
ま
し
た

。

　
そ
ん
な
中
で
強
か
つ
た
の
は
男

牲
チ
ー
ム
同
様
、
天
水
島
の
婦
人

で
結
成
さ
れ
た
”
ミ
セ
ス
天
水
島

チ
ー
ム
”
で
、
第
三
回
大
く
云
に
引

き
結
き
優
勝
し
ま
し
た
。

　
次
の
大
会
で
は
天
水
島
チ
ー
ム

に
負
け
な
い
よ
う
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

◎
大
会
成
績

o
男
、
性
チ
ー
ム
の
部
（
二
十
一
）

優
　
勝
　
天
水
島
B

導
優
勝
ヘ
ア
ー
ズ
ー

　
二

位
生
コ
ン

o
女
帽
チ
ー
ム
の
部
（
十
二

）

　
優
　
勝
　
ミ
、
セ
ス
天
水
島

　
潭
優
勝
　
ナ
イ
ト
ポ
ー
ル

三
位
農
協
レ
．
7
イ
ス

ヂ

蔚
、
嘱
纈
、
．
ぎ

　
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
灌

　
　
。
　
謝

爵
、
拶
羅

この姿勢が優勝へのポイント、、

男性の部優勝　天水島Bチーム

警
察
官

　
　
受
験
資
格

　
採
用
時
二
十
八
歳
未
満
で
、
高

　
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　
す
る
男
子
。

　
た
だ
し
、
人
学
を
卒
業
又
は
卒

　
業
見
込
み
の
人
は
受
験
で
き
ま

　
せ
ん
。

一
、
、
受
付
期
問

　
七
月
卜
三
日
か
ら
九
月
八
H
ま

　
で
。

．
一
、
第
一
次
試
験

　
九
月
二
卜
五
H
（
H
）

　
刀
ー
¶
』
＼
卜
u
－
．
卜
q
－

　
翫
不
ノ
　
　
レ
イ
P
ノ

　
寄
り
の
派
出
所
・
駐
在
所
へ
お

　
問
い
合
せ
．
ト
さ
い
。

し
　
採
川
予
建
年
月

※
詳
し
く
は
、
警
察
署
又
は
、
最

　
　
募
集
中

　
県
喚
，
H
で
は
、
郷
土
の
治
安
を
守

る
、
若
さ
と
情
熱
の
あ
る
警
察
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

』
　
、

一 ζ
》

婚ぴ

松
之
山
の
高
校
生
た
ち
を

　
　
　
　
撮
り
続
け
て
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
昌
明
先
生
の
写
真
集

　
安
塚
高
等
学
校
松
之
山
分
校
で

生
物
・
化
学
の
先
生
と
し
て
、
五

十
九
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で

の
四
年
間
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
堀

昌
明
先
生
が
、
こ
の
程
写
真
集
「
短

　
と
　
　
き
て

い
時
代
」
を
自
費
出
版
し
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
集
は
、
堀
先
生
が
松

之
山
分
校
に
い
た
四
年
問
に
写
し

て
お
い
た
生
徒
た
ち
の
色
々
な
顔

や
姿
を
、
モ
ノ
ト
ー
ン
（
白
黒
）

松
之
山
分
校
の
生
徒
達
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ

の
美
し
い
構
成
で
ま
と
め
た
も
の

で
、
主
役
は
全
て
松
之
山
の
．
r
供

た
ち
で
す
。

　
こ
の
「
短
い
時
代
し
と
題
し
た

ハ
　
　
　
（
一
冊
壬
五
百
円
）
は
、

松
之
山
分
校
に
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
に
な
り
た
い
方
、
ほ

し
い
方
は
高
校
の
方
へ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

婦人バレーボール大会

⑪まつのやま

7月6日

　
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
．
松

之
山
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
”
。

今
年
は
七
月
六
目
（
水
）
の
夜
七

時
か
ら
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、

四
チ
ー
ム
が
参
、
一
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
松
之
山
・
松
里
・

布
川
・
浦
田
の
婦
人
バ
レ
ー
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
で
、
四
チ
ー
ム
総
当

た
り
の
リ
ー
グ
戦
で
試
合
を
行
い
、

そ
の
勝
ち
数
で
．
順
位
を
決
め
ま
し

た
。　

一
チ
ー
ム
が
二
一
試
合
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
な
か
な
か
大
変
そ
う

で
し
た
が
、
ど
の
試
合
も
接
戦
・

熱
戦
で
好
ゲ
ー
ム
の
連
続
で
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

一
位
　
松
之
山
チ
ー
ム
（
勝
ち
点

　
　
　
三
）

二
位
　
松
里
チ
ー
ム
（
勝
ち
点
二
）

三
位
　
布
川
チ
ー
ム

四
位
　
浦
田
チ
ー
ム

　
こ
の
人
会
の
．
反
省
と
し
て
、
青

年
バ
レ
ー
も
そ
う
で
す
が
出
場
チ

ー
ム
が
増
え
ず
、
選
手
集
め
に
苦

労
す
る
よ
う
で
す
。
も
う
少
し
多

く
の
チ
ー
ム
が
気
楽
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
大
会
に
な
れ
ば
と
い
う

点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ヤ、

時
《や

5みa碗

県立高等職業訓練校

訓練生募集

　県内6カ所ある職業訓練校では、来年度の生徒を募

集します。

［＞募集内容

o普通課程（二類）
（1〉対　　象

　　高等学校卒業又はこれと同等以上の学力を有

　　すると認められる人。

（2〉募集受付期間

　　昭和63年9月1日～10月5日までQ
（3）選考1 1時

　　昭和63年10月20日休）午前9時～

○普通課程（一類）及び専修訓練課程

（1）対　　象

　　義務教育を終了した人。

（2）募集受付期間

　　昭和63年10月11日（木）～1i月5日まで。

（3）選考日時

　　昭和63年11月24日・午前9時～

※詳しくは県立高等職業訓練校又は、公共職業安

定所へお問合せください。
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5
天
水
島
チ
ー
ム
強
し
、
第
四
回
町
民
つ
な
ひ
き
大
会

　
商
工
会
青
年
部
主
催
の
第
四
回

町
民
づ
な
引
き
大
会
が
、
七
月
十

八
日
の
夜
、
町
民
体
肯
館
で
開
催

さ
れ
、
男
性
チ
ー
ム
ニ
十
「
・
女

性
チ
ー
ム
十
三
の
合
劃
　
十
四
チ

ー
ム
が
優
、
勝
目
指
し
て
、
力
強
く

引
つ
ぱ
り
あ
い
ま
し
た
。

　
過
去
三
回
の
大
会
反
省
と
し
て
、

男
性
と
女
性
の
人
数
バ

フ
ン
ス
が

難
し
い
点
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
回
ガ
ら
男
女
を

別
フ
ロ
ッ
ク
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

中
で
対
戦
す
る
事
に
し
た
所
、
「

段
と
ヲ
ー
ム
．
数
が
増
し
た
よ
う
で

弓
，　

試
合
の
乃
は
．
男
柑
プ
ー
ム
で

強
象
チ
ー
ム
の
天
水
・
島
A
・
B
が

…
回
戦
で
、
対
戦
弓
る
と
い
う
＼
ち

よ
つ
と
し
た
不
避
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
体
的
に
松
聖
地
区
の
鴇
さ

ん
で
作
ら
れ
た
チ
！
ム
が
強
か
つ

た

よ
う
で
◎
。
ま
た
、
茗
3
野
球

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
作
っ
た
ベ

ア
ー
ズ
ー
と
ベ
ア
ー
ス
H
の
兄
弟

チ
ー
ム
が
峯
決
勝
で
対
戦
◎
る
な

ど
、
ぐ
じ
認
も
か
な
り
成
績
に
影

浴衣姿が色っぽい“うれ頃チーム。の皆さん

響
す
る
よ
う
で
◎
。

　
優
勝
し
た
の
は
や
は
り
天
水
島

B
チ
ー
ム
（
若
手
組
）
の
皆
さ
ん

で
し
た
。
さ
◎
が
で
す
ね
。

　
さ
て
、
女
帽
チ
ー
ム
の
万
は
十

三
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
消
防
の
ハ
ッ
ビ
姿
あ
り

、

夏
ら
し
く
色
つ
ば
い
浴
衣
姿
あ
り

と
女
牲
ら

し
い
奇
抜
な
バ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
大
会

を

段
ど

却
や
か
な
も
の
に
し
て

い
ま
し
た

。

　
そ
ん
な
中
で
強
か
つ
た
の
は
男

牲
チ
ー
ム
同
様
、
天
水
島
の
婦
人

で
結
成
さ
れ
た
”
ミ
セ
ス
天
水
島

チ
ー
ム
”
で
、
第
三
回
大
く
云
に
引

き
結
き
優
勝
し
ま
し
た
。

　
次
の
大
会
で
は
天
水
島
チ
ー
ム

に
負
け
な
い
よ
う
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

◎
大
会
成
績

o
男
、
性
チ
ー
ム
の
部
（
二
十
一
）

優
　
勝
　
天
水
島
B

導
優
勝
ヘ
ア
ー
ズ
ー

　
二

位
生
コ
ン

o
女
帽
チ
ー
ム
の
部
（
十
二

）

　
優
　
勝
　
ミ
、
セ
ス
天
水
島

　
潭
優
勝
　
ナ
イ
ト
ポ
ー
ル

三
位
農
協
レ
．
7
イ
ス

ヂ

蔚
、
嘱
纈
、
．
ぎ

　
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
灌

　
　
。
　
謝

爵
、
拶
羅

この姿勢が優勝へのポイント、、

男性の部優勝　天水島Bチーム

警
察
官

　
　
受
験
資
格

　
採
用
時
二
十
八
歳
未
満
で
、
高

　
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　
す
る
男
子
。

　
た
だ
し
、
人
学
を
卒
業
又
は
卒

　
業
見
込
み
の
人
は
受
験
で
き
ま

　
せ
ん
。

一
、
、
受
付
期
問

　
七
月
卜
三
日
か
ら
九
月
八
H
ま

　
で
。

．
一
、
第
一
次
試
験

　
九
月
二
卜
五
H
（
H
）

　
刀
ー
¶
』
＼
卜
u
－
．
卜
q
－

　
翫
不
ノ
　
　
レ
イ
P
ノ

　
寄
り
の
派
出
所
・
駐
在
所
へ
お

　
問
い
合
せ
．
ト
さ
い
。

し
　
採
川
予
建
年
月

※
詳
し
く
は
、
警
察
署
又
は
、
最

　
　
募
集
中

　
県
喚
，
H
で
は
、
郷
土
の
治
安
を
守

る
、
若
さ
と
情
熱
の
あ
る
警
察
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

』
　
、

一 ζ
》

婚ぴ

松
之
山
の
高
校
生
た
ち
を

　
　
　
　
撮
り
続
け
て
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
昌
明
先
生
の
写
真
集

　
安
塚
高
等
学
校
松
之
山
分
校
で

生
物
・
化
学
の
先
生
と
し
て
、
五

十
九
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で

の
四
年
間
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
堀

昌
明
先
生
が
、
こ
の
程
写
真
集
「
短

　
と
　
　
き
て

い
時
代
」
を
自
費
出
版
し
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
集
は
、
堀
先
生
が
松

之
山
分
校
に
い
た
四
年
問
に
写
し

て
お
い
た
生
徒
た
ち
の
色
々
な
顔

や
姿
を
、
モ
ノ
ト
ー
ン
（
白
黒
）

松
之
山
分
校
の
生
徒
達
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ

の
美
し
い
構
成
で
ま
と
め
た
も
の

で
、
主
役
は
全
て
松
之
山
の
．
r
供

た
ち
で
す
。

　
こ
の
「
短
い
時
代
し
と
題
し
た

ハ
　
　
　
（
一
冊
壬
五
百
円
）
は
、

松
之
山
分
校
に
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
に
な
り
た
い
方
、
ほ

し
い
方
は
高
校
の
方
へ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

婦人バレーボール大会

⑪まつのやま

7月6日

　
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
．
松

之
山
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
”
。

今
年
は
七
月
六
目
（
水
）
の
夜
七

時
か
ら
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、

四
チ
ー
ム
が
参
、
一
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
松
之
山
・
松
里
・

布
川
・
浦
田
の
婦
人
バ
レ
ー
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
で
、
四
チ
ー
ム
総
当

た
り
の
リ
ー
グ
戦
で
試
合
を
行
い
、

そ
の
勝
ち
数
で
．
順
位
を
決
め
ま
し

た
。　

一
チ
ー
ム
が
二
一
試
合
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
な
か
な
か
大
変
そ
う

で
し
た
が
、
ど
の
試
合
も
接
戦
・

熱
戦
で
好
ゲ
ー
ム
の
連
続
で
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

一
位
　
松
之
山
チ
ー
ム
（
勝
ち
点

　
　
　
三
）

二
位
　
松
里
チ
ー
ム
（
勝
ち
点
二
）

三
位
　
布
川
チ
ー
ム

四
位
　
浦
田
チ
ー
ム

　
こ
の
人
会
の
．
反
省
と
し
て
、
青

年
バ
レ
ー
も
そ
う
で
す
が
出
場
チ

ー
ム
が
増
え
ず
、
選
手
集
め
に
苦

労
す
る
よ
う
で
す
。
も
う
少
し
多

く
の
チ
ー
ム
が
気
楽
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
大
会
に
な
れ
ば
と
い
う

点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ヤ、

時
《や

5みa碗

県立高等職業訓練校

訓練生募集

　県内6カ所ある職業訓練校では、来年度の生徒を募

集します。

［＞募集内容

o普通課程（二類）
（1〉対　　象

　　高等学校卒業又はこれと同等以上の学力を有

　　すると認められる人。

（2〉募集受付期間

　　昭和63年9月1日～10月5日までQ
（3）選考1 1時

　　昭和63年10月20日休）午前9時～

○普通課程（一類）及び専修訓練課程

（1）対　　象

　　義務教育を終了した人。

（2）募集受付期間

　　昭和63年10月11日（木）～1i月5日まで。

（3）選考日時

　　昭和63年11月24日・午前9時～

※詳しくは県立高等職業訓練校又は、公共職業安

定所へお問合せください。
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明
治
以
降
の
町
村
合
併

　
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業

の
｝
つ
に
町
史
編
さ
ん
事
業
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
今
回
明
治
以
降

今
日
ま
で
の
合
併
を
取
り
あ
げ
、

村
の
形
成
過
程
を
追
跡
す
る
。

一
、
行
政
区
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
太
閣
検
地
に
よ

江
戸
時
代
の
村

　
　
　
　
　
　
　
り
貢
租
収
奪
の

基
盤
が
集
落
単
位
に
形
成
さ
れ
、

こ
の
小
区
画
を
「
村
」
と
称
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
ド
泰
平

と
な
っ
た
江
戸
時
代
に
は
盛
ん
に

新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
、
次
第
に

新
田
集
落
が
形
成
さ
れ
て
村
数
も

増
加
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
明
治
新
制
府

明
治
初
期
の
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
か

ら
も
依
然
と
し
て
庄
屋
・
組
頭
・

百
姓
代
を
概
い
て
そ
の
村
を
治
め

て
い
た
が
、
明
治
四
年
四
月
郡
町

村
を
区
画
し
て
大
小
区
制
を
施
い

た
。
同
年
十
月
柏
崎
県
庁
は
頸
城

郡
を
三
十
八
区
に
分
ち
、
各
区
に

そ
れ
ぞ
れ
戸
長
を
置
い
た
。
現
在

の
松
之
山
町
の
区
域
は
、
三
区
（
浦

田
口
）
村
山
藤
五
郎
、
四
区
（
坪

野
）
村
山
礁
久
治
、
五
区
（
東
浦

田
）
本
山
庄
吉
郎
、
六
区
（
藤
倉
）

小
野
塚
勘
造
と
さ
れ
て
い
た
。

　
朋
治
五
年
四
月
に
は
、
大
小
区

制
度
が
施
か
れ
、
こ
の
地
域
は
第

六
大
区
に
所
属
し
、
一
・
二
・
三

小
区
に
区
分
さ
れ
た
。
そ
の
後
明

治
六
年
九
月
に
大
小
区
の
区
画
を

改
め
、
頸
城
郡
の
内
第
六
大
区
・

第
八
大
区
・
刈
羽
郡
の
一
部
を
含

め
て
一
六
八
ケ
村
を
第
十
一
大
区

と
し
た
。

　
明
治
十
一
年
七
月
郡
区
町
村
編

制
法
が
布
告
さ
れ
、
翌
年
四
月
よ

り
第
十
一
大
区
を
改
め
て
束
頸
城

郡
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
同
一
郡

内
に
同
一
村
名
（
現
在
の
大
字
名

に
該
当
）
が
あ
っ
た
場
合
に
、
村

名
の
変
更
が
行
わ
れ
、
上
・
中
・

下
や
東
・
西
・
南
・
北
な
ど
を
付

し
て
区
別
し
た
．

　
そ
の
後
明
治
十
七
年
五
月
の
区

町
村
会
法
の
改
正
と
戸
長
公
選
制

明計浦布松松　治　　　　1羽川　里之

三　一村村村1
ll

＋ゼ　　　村　四　　＿　　　＿、、一

　　　一四二二五年三八五入六の　　　　一　　　　＝二丁一一
　　　　三　ソL　一ヒ　　　　ノ：コ
大　　　　　　　　一
ム

　ロ　〇二一一三併　　、　、』く　、皿、

　　　一八二二』五四
的近八九六九…
な代四八九九八人

の
原
則
が
改
正
さ
れ
、
戸
長
役
場

は
浦
田
村
・
湯
本
村
・
浦
田
口
村
・

東
川
村
に
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
＋
二

市
町
村
制
の
施
行

　
　
　
　
　
　
　
年
四
月
よ
り

市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
近
代
的

な
自
治
体
の
基
確
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
町
は
松
之
山

村
・
松
里
村
・
布
川
村
・
浦
田
村

の
四
ケ
村
に
整
理
さ
れ
た
。
当
時

の
戸
数
・
人
口
は
左
記
の
通
り
で

あ
る
。
　
（
明
治
二
十
一
年
）

　
　
　
　
　
　
一
■

明
治
三
十
四
年
の
大
合
併

町
村
制
が
実
施
さ
れ
て
も
依
然
と

し
て
小
規
模
自
治
体
の
た
め
財
政

基
盤
が
弱
く
、
自
治
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
不
充
分
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
水
利
関
係
や
道
路
関

係
な
ど
の
管
理
運
営
事
業
に
組
合

組
織
が
形
成
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
。
そ
こ
で
当
時
の
新
潟
県
知
事

柏
田
誠
文
は
、
関
係
町
村
に
合
併

を
奨
め
た
。
松
之
山
村
で
は
隣
接

す
る
布
川
村
・
松
里
村
の
三
村
合

併
が
成
立
し
、
明
治
三
十
四
年
の

大
合
併
が
成
立
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
マ
コ
　
メ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
曜
和
O
d

昭
和
三
十
年
の
合
併

　
　
　
　
　
　
　
　
町
村
合
併

は
、
松
之
山
村
・
浦
田
村
が
合
併

し
、
町
制
施
行
に
よ
り
今
日
の
松

之
山
町
と
な
る
。
合
併
当
時
の
戸

数
・
人
口
は
左
記
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
戸
　
　
　
人

松
之
山
村
一
、
四
八
四
　
八
、
四
六
一

浦
田
村
　
　
套
二
　
　
一
、
一
、
O
罫
．

訓
　
　
　
　
二
、
O
O
五
　
二
、
四
九
三

二
、
統
計
か
ら
見
た
比
較

明治24年と現在の戸数・人口比較表

　く戸　数〉

　　戸数
旧村 0 100 200　　300 400　500（戸）

松之山村 昭和24葎 562
昭和63年 445

松里村
293i

2781F

布川村
394

210

浦田村 478
2471

　
　
　
　
　
（
グ
ラ
フ
参
照
）

　
明
治
二
十
四
年
に
政
府
は
徴
発

物
件
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
明
治

の
は
じ
め
の
日
本
の
総
人
口
三
五

〇
〇
万
人
と
い
わ
れ
、
現
在
は
そ

の
約
三
・
四
倍
の
人
口
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
町
は
逆
に
約
三
分
の

｝
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
見
な
お
す
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
同
じ
統
計
表
に
馬
の
頭
数

と
し
て
、
松
之
山
一
六
六
、
松
里

八
二
、
布
川
一
六
二
、
浦
田
一
七

八
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
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発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
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文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
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治
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明

　　人【コ
旧村 0 1，000

1
2，000 3・000（人）

松之山村
男 女 3，499

1，515

松里村
1，665

1，031

布川村
2，325

673

浦田村 よ038
1861

⑱まつのやま

三
、
変
革
さ
れ
る
集
落

　
江
戸
時
代
の
集
落
は
、
近
代
化

が
進
む
に
従
い
自
治
体
が
拡
大
さ

れ
て
き
た
。
現
在
一
般
的
に
約
五

十
世
帯
以
上
の
集
落
で
な
い
と
最

低
の
自
治
能
力
を
保
持
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
過
疎
化

が
激
し
く
な
っ
て
、
そ
の
成
立
条

件
が
整
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
　
　
（
文
責
　
久
保
田
好
郎
）

昭和64年

歌会始のお題

罐識動「晴」

歌
を
募
集
し
ま
す
。

　
昭
和
六
十
四
年
の
歌
会
始
の
お

題
は
「
晴
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
さ
れ
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
次
の
よ
う
な
要

領
で
お
願
い
し
ま
す
。

O
　
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

　
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

口
　
用
紙
は
、
半
紙
（
和
紙
）
と

　
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

　
い
。

ω
　
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用

　
い
、
右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左

　
半
分
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

　
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、

　
生
年
月
H
及
び
職
業
（
な
る
べ

　
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で
書

　
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
主
婦

　
の
場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」
と

　
書
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

▽
詠
進
の
期
間

　
本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一

口
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

消
印
が
十
月
十
一
〕
ま
で
の
も
の

を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
郵
便
の
あ
て
先

　
〒
一
〇
〇

　
束
京
都
千
代
田
区
千
代
…
一
番

　
一
号
　
宮
内
庁
と
し
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ

さ
い
。

戦
後
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
強
制
抑
留
さ
れ
た
皆
様
へ

　
こ
の
た
び
、
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
等
に
関
す
る
法
律
が

成
立
し
、
同
法
に
基
づ
い
て
戦

後
、
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地

域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
た

方
で
、
日
本
に
帰
還
し
た
戦
後

強
制
抑
留
者
又
は
そ
の
遺
族
に

慰
労
品
（
書
状
・
銀
杯
）
を
贈

呈
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
う
ち
年
金
・
恩
給
等
を

受
給
し
て
い
な
い
方
に
は
、
史

に
慰
労
金
と
し
て
十
万
円
（
二

年
償
還
の
記
名
国
債
）
を
支
給

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
慰
労
品
の
贈
呈
及
び
慰
労
金
の

支
給
は
、
請
求
に
基
づ
い
て
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
慰

労
晶
・
慰
労
金
の
請
求
を
し
よ
う
・

と
す
る
方
は
、
平
和
祈
念
箏
業
特

別
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
受
け
取

り
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
「
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直

接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
に
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
住
民

課
福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
請
求
は
、
慰
労
品
・
慰
労
金

と
も
昭
和
六
十
三
年
八
月
一
日

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
め

に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
請
求
書
等
の
送
付
先

　
〒
一
一
二
　
東
京
都
文
京
区

　
大
塚
五
ー
三
－
十
三

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
二
課

　
電
話
番
号
〇
三
－
九
四
五
－

　
四
七
〇
三

　
宮
内
庁
で
は
、
毎
年
宮
中
で
行

わ
れ
る
”
新
年
歌
会
始
”
の
詠
進

建設課よりお願い

旨
　o隔．．一．一．一

　　の　　　　　　　　ち
　　グ　　　　　　　　　ヤ

　！　　　　￥　　　　o
　　　　　　　ち　4、　　　　　　・あ　　　　　●

ξ1」≡≡ノ，禽

　
国
道
・
県
道
・
町
道
に
隣
接
し

て
建
築
物
を
新
築
・
増
築
さ
れ
る

と
き
、
あ
る
い
は
田
な
ら
し
、
取

付
道
路
等
の
土
木
工
事
を
さ
れ
る

場
合
、
あ
ら
か
じ
め
官
民
界
（
道

路
敷
と
民
地
と
σ
境
界
）
を
圭
木

事
務
所
、
ま
た
は
役
場
と
立
合
い

の
上
、
協
議
し
て
か
ら
工
事
に
か

ー
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
怠
り

官
地
内
に
建
物
が
か
か
っ
た
り
、

基
準
に
合
わ
な
い
工
事
で
す
と
、

最
悪
の
場
合
、
取
り
壊
し
、
や
り

直
し
等
の
命
令
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
建
築
物
（
車
庫
・
物
置

等
も
含
む
）
を
新
築
・
増
築
・
改

築
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
延
床
面
積

が
一
〇
㎡
を
越
え
る
と
き
は
、
建

築
工
事
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

事
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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り
ー

まつのやま⑫

明
治
以
降
の
町
村
合
併

　
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業

の
｝
つ
に
町
史
編
さ
ん
事
業
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
今
回
明
治
以
降

今
日
ま
で
の
合
併
を
取
り
あ
げ
、

村
の
形
成
過
程
を
追
跡
す
る
。

一
、
行
政
区
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
太
閣
検
地
に
よ

江
戸
時
代
の
村

　
　
　
　
　
　
　
り
貢
租
収
奪
の

基
盤
が
集
落
単
位
に
形
成
さ
れ
、

こ
の
小
区
画
を
「
村
」
と
称
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
ド
泰
平

と
な
っ
た
江
戸
時
代
に
は
盛
ん
に

新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
、
次
第
に

新
田
集
落
が
形
成
さ
れ
て
村
数
も

増
加
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
明
治
新
制
府

明
治
初
期
の
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
か

ら
も
依
然
と
し
て
庄
屋
・
組
頭
・

百
姓
代
を
概
い
て
そ
の
村
を
治
め

て
い
た
が
、
明
治
四
年
四
月
郡
町

村
を
区
画
し
て
大
小
区
制
を
施
い

た
。
同
年
十
月
柏
崎
県
庁
は
頸
城

郡
を
三
十
八
区
に
分
ち
、
各
区
に

そ
れ
ぞ
れ
戸
長
を
置
い
た
。
現
在

の
松
之
山
町
の
区
域
は
、
三
区
（
浦

田
口
）
村
山
藤
五
郎
、
四
区
（
坪

野
）
村
山
礁
久
治
、
五
区
（
東
浦

田
）
本
山
庄
吉
郎
、
六
区
（
藤
倉
）

小
野
塚
勘
造
と
さ
れ
て
い
た
。

　
朋
治
五
年
四
月
に
は
、
大
小
区

制
度
が
施
か
れ
、
こ
の
地
域
は
第

六
大
区
に
所
属
し
、
一
・
二
・
三

小
区
に
区
分
さ
れ
た
。
そ
の
後
明

治
六
年
九
月
に
大
小
区
の
区
画
を

改
め
、
頸
城
郡
の
内
第
六
大
区
・

第
八
大
区
・
刈
羽
郡
の
一
部
を
含

め
て
一
六
八
ケ
村
を
第
十
一
大
区

と
し
た
。

　
明
治
十
一
年
七
月
郡
区
町
村
編

制
法
が
布
告
さ
れ
、
翌
年
四
月
よ

り
第
十
一
大
区
を
改
め
て
束
頸
城

郡
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
同
一
郡

内
に
同
一
村
名
（
現
在
の
大
字
名

に
該
当
）
が
あ
っ
た
場
合
に
、
村

名
の
変
更
が
行
わ
れ
、
上
・
中
・

下
や
東
・
西
・
南
・
北
な
ど
を
付

し
て
区
別
し
た
．

　
そ
の
後
明
治
十
七
年
五
月
の
区

町
村
会
法
の
改
正
と
戸
長
公
選
制

明計浦布松松　治　　　　1羽川　里之

三　一村村村1
ll

＋ゼ　　　村　四　　＿　　　＿、、一

　　　一四二二五年三八五入六の　　　　一　　　　＝二丁一一
　　　　三　ソL　一ヒ　　　　ノ：コ
大　　　　　　　　一
ム

　ロ　〇二一一三併　　、　、』く　、皿、

　　　一八二二』五四
的近八九六九…
な代四八九九八人

の
原
則
が
改
正
さ
れ
、
戸
長
役
場

は
浦
田
村
・
湯
本
村
・
浦
田
口
村
・

東
川
村
に
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
＋
二

市
町
村
制
の
施
行

　
　
　
　
　
　
　
年
四
月
よ
り

市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
近
代
的

な
自
治
体
の
基
確
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
町
は
松
之
山

村
・
松
里
村
・
布
川
村
・
浦
田
村

の
四
ケ
村
に
整
理
さ
れ
た
。
当
時

の
戸
数
・
人
口
は
左
記
の
通
り
で

あ
る
。
　
（
明
治
二
十
一
年
）

　
　
　
　
　
　
一
■

明
治
三
十
四
年
の
大
合
併

町
村
制
が
実
施
さ
れ
て
も
依
然
と

し
て
小
規
模
自
治
体
の
た
め
財
政

基
盤
が
弱
く
、
自
治
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
不
充
分
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
水
利
関
係
や
道
路
関

係
な
ど
の
管
理
運
営
事
業
に
組
合

組
織
が
形
成
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
。
そ
こ
で
当
時
の
新
潟
県
知
事

柏
田
誠
文
は
、
関
係
町
村
に
合
併

を
奨
め
た
。
松
之
山
村
で
は
隣
接

す
る
布
川
村
・
松
里
村
の
三
村
合

併
が
成
立
し
、
明
治
三
十
四
年
の

大
合
併
が
成
立
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
マ
コ
　
メ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
曜
和
O
d

昭
和
三
十
年
の
合
併

　
　
　
　
　
　
　
　
町
村
合
併

は
、
松
之
山
村
・
浦
田
村
が
合
併

し
、
町
制
施
行
に
よ
り
今
日
の
松

之
山
町
と
な
る
。
合
併
当
時
の
戸

数
・
人
口
は
左
記
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
戸
　
　
　
人

松
之
山
村
一
、
四
八
四
　
八
、
四
六
一

浦
田
村
　
　
套
二
　
　
一
、
一
、
O
罫
．

訓
　
　
　
　
二
、
O
O
五
　
二
、
四
九
三

二
、
統
計
か
ら
見
た
比
較

明治24年と現在の戸数・人口比較表

　く戸　数〉

　　戸数
旧村 0 100 200　　300 400　500（戸）

松之山村 昭和24葎 562
昭和63年 445

松里村
293i

2781F

布川村
394

210

浦田村 478
2471

　
　
　
　
　
（
グ
ラ
フ
参
照
）

　
明
治
二
十
四
年
に
政
府
は
徴
発

物
件
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
明
治

の
は
じ
め
の
日
本
の
総
人
口
三
五

〇
〇
万
人
と
い
わ
れ
、
現
在
は
そ

の
約
三
・
四
倍
の
人
口
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
町
は
逆
に
約
三
分
の

｝
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
見
な
お
す
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
同
じ
統
計
表
に
馬
の
頭
数

と
し
て
、
松
之
山
一
六
六
、
松
里

八
二
、
布
川
一
六
二
、
浦
田
一
七

八
と
示
さ
れ
て
い
る
。
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年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

人
　
　
　
　
　
　
　
　
治

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

　　人【コ
旧村 0 1，000

1
2，000 3・000（人）

松之山村
男 女 3，499

1，515

松里村
1，665

1，031

布川村
2，325

673

浦田村 よ038
1861

⑱まつのやま

三
、
変
革
さ
れ
る
集
落

　
江
戸
時
代
の
集
落
は
、
近
代
化

が
進
む
に
従
い
自
治
体
が
拡
大
さ

れ
て
き
た
。
現
在
一
般
的
に
約
五

十
世
帯
以
上
の
集
落
で
な
い
と
最

低
の
自
治
能
力
を
保
持
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
過
疎
化

が
激
し
く
な
っ
て
、
そ
の
成
立
条

件
が
整
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
　
　
（
文
責
　
久
保
田
好
郎
）

昭和64年

歌会始のお題

罐識動「晴」

歌
を
募
集
し
ま
す
。

　
昭
和
六
十
四
年
の
歌
会
始
の
お

題
は
「
晴
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
さ
れ
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
次
の
よ
う
な
要

領
で
お
願
い
し
ま
す
。

O
　
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

　
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

口
　
用
紙
は
、
半
紙
（
和
紙
）
と

　
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

　
い
。

ω
　
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用

　
い
、
右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左

　
半
分
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

　
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、

　
生
年
月
H
及
び
職
業
（
な
る
べ

　
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で
書

　
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
主
婦

　
の
場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」
と

　
書
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

▽
詠
進
の
期
間

　
本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一

口
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

消
印
が
十
月
十
一
〕
ま
で
の
も
の

を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
郵
便
の
あ
て
先

　
〒
一
〇
〇

　
束
京
都
千
代
田
区
千
代
…
一
番

　
一
号
　
宮
内
庁
と
し
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ

さ
い
。

戦
後
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
強
制
抑
留
さ
れ
た
皆
様
へ

　
こ
の
た
び
、
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
等
に
関
す
る
法
律
が

成
立
し
、
同
法
に
基
づ
い
て
戦

後
、
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地

域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
た

方
で
、
日
本
に
帰
還
し
た
戦
後

強
制
抑
留
者
又
は
そ
の
遺
族
に

慰
労
品
（
書
状
・
銀
杯
）
を
贈

呈
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
う
ち
年
金
・
恩
給
等
を

受
給
し
て
い
な
い
方
に
は
、
史

に
慰
労
金
と
し
て
十
万
円
（
二

年
償
還
の
記
名
国
債
）
を
支
給

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
慰
労
品
の
贈
呈
及
び
慰
労
金
の

支
給
は
、
請
求
に
基
づ
い
て
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
慰

労
晶
・
慰
労
金
の
請
求
を
し
よ
う
・

と
す
る
方
は
、
平
和
祈
念
箏
業
特

別
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
受
け
取

り
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
「
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直

接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
に
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
住
民

課
福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
請
求
は
、
慰
労
品
・
慰
労
金

と
も
昭
和
六
十
三
年
八
月
一
日

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
め

に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
請
求
書
等
の
送
付
先

　
〒
一
一
二
　
東
京
都
文
京
区

　
大
塚
五
ー
三
－
十
三

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
二
課

　
電
話
番
号
〇
三
－
九
四
五
－

　
四
七
〇
三

　
宮
内
庁
で
は
、
毎
年
宮
中
で
行

わ
れ
る
”
新
年
歌
会
始
”
の
詠
進

建設課よりお願い

旨
　o隔．．一．一．一

　　の　　　　　　　　ち
　　グ　　　　　　　　　ヤ

　！　　　　￥　　　　o
　　　　　　　ち　4、　　　　　　・あ　　　　　●

ξ1」≡≡ノ，禽

　
国
道
・
県
道
・
町
道
に
隣
接
し

て
建
築
物
を
新
築
・
増
築
さ
れ
る

と
き
、
あ
る
い
は
田
な
ら
し
、
取

付
道
路
等
の
土
木
工
事
を
さ
れ
る

場
合
、
あ
ら
か
じ
め
官
民
界
（
道

路
敷
と
民
地
と
σ
境
界
）
を
圭
木

事
務
所
、
ま
た
は
役
場
と
立
合
い

の
上
、
協
議
し
て
か
ら
工
事
に
か

ー
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
怠
り

官
地
内
に
建
物
が
か
か
っ
た
り
、

基
準
に
合
わ
な
い
工
事
で
す
と
、

最
悪
の
場
合
、
取
り
壊
し
、
や
り

直
し
等
の
命
令
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
建
築
物
（
車
庫
・
物
置

等
も
含
む
）
を
新
築
・
増
築
・
改

築
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
延
床
面
積

が
一
〇
㎡
を
越
え
る
と
き
は
、
建

築
工
事
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

事
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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“

見
隔
【
▽
潮
耀
縄
．
＝
、

学
校
が
な
く
て
も
盛
大
に
！

　
　
　
　
　
三
省
地
区
夏
期
体
育
大
会

　
↓
．
一
省
地
区
で
は
、
小
学
校
統
合
　
　
　
種
H
の
数
も
町
民
体
育
大
会
の

後
初
め
て
の
体
育
人
会
（
運
動
会
）
　
　
も
の
を
中
心
に
、
地
区
民
へ
L
体
が

を
七
月
．
．
…
目
の
日
曜
H
に
開
催
し
、
　
参
、
加
・
楽
し
め
る
新
し
い
も
の
も

地
区
住
民
の
人
半
が
参
加
し
て
楽
　
　
含
め
、
午
前
に
九
つ
、
午
後
卜
種

し
い
．
日
を
過
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
H
と
、
一
日
卜
分
か
か
る
内
容
で

　
こ
の
体
育
人
会
は
、
以
．
r
校
が
な
　
　
し
た
。
中
で
も
、
高
齢
κ
向
け
の

く
な
っ
て
も
地
区
の
人
切
な
行
喉
　
　
種
H
を
増
や
す
な
ど
、
色
々
な
面

と
し
て
残
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
　
　
“
で
r
人
・
苫
労
が
見
う
け
ら
れ
ま

盛
り
L
が
り
の
巾
か
ら
生
ま
れ
た
　
　
し
た
。

も
の
で
、
計
画
か
ら
実
行
ま
で
全
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
地
域
が
一
体
と
な

て
地
区
民
の
r
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

戸籍の窓
　　おめでた（雌）
ゆうすけ

祐輔ちゃん　小野塚進さんの三男
のり　こ

典子ちゃん　松木一夫さんのこ女
みゼリ

翠ちゃん　　佐藤三雄さんの長女

窃《導》み　（駕亡）

（東川）

（松之山）

（曽根）

志賀　ミチさん　58歳（松之山）ますや

田中寅一郎さん　47歳（坂　中）中子親家

※7月1日から30日までの届出分です。

　
詰
碁
の
回
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
応
募
期
限
は
八
月
二
十
七
日
ω

ま
で
と
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
粗
品
を

進
呈
。
　
（
役
場
議
会
事
務
局
ま
で
）

8月号　出題

●
●

／

●
●
●

一

黒先生き（5手まで）

1手めと5手めがポイント

地域おこし、農業おこし

講演会開催
　三省地区協議会（相沢良三会長）・農業

法人（飯塚哲郎代表）では、東京工芸大学

教授で社会農学研究所長の安達生恒先生を

招いて、講演会を開催します。

　現代の厳しい農業事情にどう立ち向い、

対処していくか先生と一一緒に考えてみませ

んか。多くの方々の聴講をお待ちしていま
す。

◎講演会の内容

日　時　8月20日（土）午後2時より開会

会　場　旧三省小学校体育館

演題地域おごし・農業おこしへの新し
　　　い挑戦（仮題）

主　催。三省地区協議会

　　。農業法人ドリーム・ファクトリー

　　・公民館三省分館

後援松之山町・町農業委員会・松之山

　　　町農協
※なお、詳しい事についてお聞きになりた

い方は次の所まで。

事務局　中島良一　電話6－3537番。

農業法人　飯塚哲郎　6－3003番。

まつのやま⑭

　このコーナーでは皆さんからの質問・

意見・要望等を広く募集しています。

抑当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

からお寄せください。お待ちしています。

餌紮無
、

　
保
育
料
に
つ
い
て
で

　
思
う
し
家
庭
に
よ
つ

　
う
に
思
い
ま
す
。
基

　
の
で
す
か
。

お
答
え
し
ま
す
”
保
育
料
の
算
出

は
、
前
年
の
世
帯
の
所
得
等
と
年

齢
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
が
、
一
例
を
L
げ
て
悦
男
し
ま

す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
保
育
料
は
、
基
準
額
表
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
基
準
額
表

と
は
、
世
帯
の
前
年
の
所
得
税
額
・

本
年
の
町
民
税
額
・
固
定
資
産
税

額
を
、
園
児
年
・
齢
に
よ
り
ト
階
曽

区
分
さ
れ
て
い
る
表
で
す
。
ま
た
、

階
層
区
分
は
所
得
税
が
優
先
し
、

所
得
税
が
な
い
場
合
、
町
民
税
・

固
定
資
産
税
で
区
分
さ
れ
ま
す
。

（
例
）
入
園
児
四
歳
『
人
、
未
満
児

｝
人
で
、
世
帯
の
所
得
税
額
合
計

三
万
五
乎
円
の
場
合
。

◎
四
歳
児
は
階
層
区
分
の
六
（
所

　
得
税
三
万
円
～
九
万
円
未
満
）

　
に
あ
て
は
ま
り
、
月
額
保
育
料

　
一
万
一
、
丑
O
円
と
な
り
ま

　
す
。

◎
未
満
児
は
同
じ
階
層
で
す
が
年

　
齢
が
違
い
ま
す
の
で
、
月
額
保

　
育
料
は
二
万
三
、
七
六
〇
円
と

　
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
入
園
児

　
”
一
人
H
か
ら
半
額
と
な
り
ま
す

　
の
で
、
　
一
万
一
、
八
八
O
円
と

　
な
り
、
』
人
合
計
で
↓
．
　
万
｝
．
一
、

　
〇
九
〇
円
に
な
り
ま
す
。

※
保
育
所
の
運
営
は
国
・
県
の
補

助
金
と
町
の
持
ち
出
し
、
及
び
保

育
料
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
関
係
で
、
国
で
定
め
る
基
準
額

表
に
よ
り
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
住
民
課
　
福
祉
係
）

す
が
、
す
ご
く
高
い
と

て
か
な
り
差
が
あ
る
よ

準
は
ど
う
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　
　
“意注

“

食中毒に注意しましょう

　今年も食品による事故が多発する

時期を迎えました。

次のことを守り、食中毒が発生し

ないように注意しましょう。

1、食品の調理にあたっては「清潔」

　「迅速」　「加熱・冷却」の原則を

守る。

2、魚介類は水洗いを十分に行って

から調理する。

3、会席料理は家庭へ持ち帰えらな
し㌔

　　　住民課　保健衛生係

お
答
え
し
ま
す
“
水
洗
便
所
に
す

る
に
は
「
し
尿
浄
化
そ
う
設
置
届

出
書
」
を
、
町
と
保
健
所
へ
工
事

一
カ
月
前
に
捉
出
し
、
許
吋
を
得

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
書

は
保
健
所
及
び
、
新
潟
県
の
登
録

業
者
の
所
に
あ
り
ま
す
。
　
（
実
際

に
は
詰
負
業
者
が
、
中
請
か
ら
r

事
ま
で
一
切
や
っ
て
く
れ
る
よ
う

で
す
）

　
次
に
、
浄
化
処
理
し
た
放
流
水

は
、
事
前
に
放
流
先
の
関
係
者
に

水
洗
便
所
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
人

の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
許
可
を
得
る
の
に
む

ず
か
し
い
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
条
件
や
流
末

処
理
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
倉
・
若
月
三
太
郎
）

答
え
し
ま
す
“
水
洗
便
所
に
す
　
　
話
し
同
意
を
得
て
お
く
方
が
良
い

に
は
「
し
尿
浄
化
そ
う
設
置
届
　
　
で
し
ょ
う
。

書
」
を
、
町
と
保
健
所
へ
工
事
　
　
　
ま
た
、
放
流
水
の
水
質
検
査
及

ヵ
月
前
に
捉
出
し
、
許
吋
を
得
　
　
び
施
設
の
保
守
点
検
を
、
毎
年
一

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
書
　
　
回
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と

保
健
所
及
び
、
新
潟
県
の
登
録
　
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
放

首
の
所
に
あ
り
ま
す
。
　
（
実
際
　
　
流
水
の
検
査
料
三
千
円
。
施
設
の

ほ
詰
負
業
者
が
、
中
請
か
ら
r
　
　
保
守
点
検
料
五
毛
円
～
…
万
二
千

よ
で
一
切
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
　
　
六
百
円
（
『
般
家
庭
川
）
が
、
か

り
）
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
ま
す
．

伏
に
、
浄
化
処
理
し
た
放
流
水
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
　
衛
生
係
）

ー
鈷
o
り
ー
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見
隔
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▽
潮
耀
縄
．
＝
、

学
校
が
な
く
て
も
盛
大
に
！

　
　
　
　
　
三
省
地
区
夏
期
体
育
大
会

　
↓
．
一
省
地
区
で
は
、
小
学
校
統
合
　
　
　
種
H
の
数
も
町
民
体
育
大
会
の

後
初
め
て
の
体
育
人
会
（
運
動
会
）
　
　
も
の
を
中
心
に
、
地
区
民
へ
L
体
が

を
七
月
．
．
…
目
の
日
曜
H
に
開
催
し
、
　
参
、
加
・
楽
し
め
る
新
し
い
も
の
も

地
区
住
民
の
人
半
が
参
加
し
て
楽
　
　
含
め
、
午
前
に
九
つ
、
午
後
卜
種

し
い
．
日
を
過
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
H
と
、
一
日
卜
分
か
か
る
内
容
で

　
こ
の
体
育
人
会
は
、
以
．
r
校
が
な
　
　
し
た
。
中
で
も
、
高
齢
κ
向
け
の

く
な
っ
て
も
地
区
の
人
切
な
行
喉
　
　
種
H
を
増
や
す
な
ど
、
色
々
な
面

と
し
て
残
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
　
　
“
で
r
人
・
苫
労
が
見
う
け
ら
れ
ま

盛
り
L
が
り
の
巾
か
ら
生
ま
れ
た
　
　
し
た
。

も
の
で
、
計
画
か
ら
実
行
ま
で
全
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
地
域
が
一
体
と
な

て
地
区
民
の
r
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

戸籍の窓
　　おめでた（雌）
ゆうすけ

祐輔ちゃん　小野塚進さんの三男
のり　こ

典子ちゃん　松木一夫さんのこ女
みゼリ

翠ちゃん　　佐藤三雄さんの長女

窃《導》み　（駕亡）

（東川）

（松之山）

（曽根）

志賀　ミチさん　58歳（松之山）ますや

田中寅一郎さん　47歳（坂　中）中子親家

※7月1日から30日までの届出分です。

　
詰
碁
の
回
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
応
募
期
限
は
八
月
二
十
七
日
ω

ま
で
と
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
粗
品
を

進
呈
。
　
（
役
場
議
会
事
務
局
ま
で
）

8月号　出題

●
●

／

●
●
●

一

黒先生き（5手まで）

1手めと5手めがポイント

地域おこし、農業おこし

講演会開催
　三省地区協議会（相沢良三会長）・農業

法人（飯塚哲郎代表）では、東京工芸大学

教授で社会農学研究所長の安達生恒先生を

招いて、講演会を開催します。

　現代の厳しい農業事情にどう立ち向い、

対処していくか先生と一一緒に考えてみませ

んか。多くの方々の聴講をお待ちしていま
す。

◎講演会の内容

日　時　8月20日（土）午後2時より開会

会　場　旧三省小学校体育館

演題地域おごし・農業おこしへの新し
　　　い挑戦（仮題）

主　催。三省地区協議会

　　。農業法人ドリーム・ファクトリー

　　・公民館三省分館

後援松之山町・町農業委員会・松之山

　　　町農協
※なお、詳しい事についてお聞きになりた

い方は次の所まで。

事務局　中島良一　電話6－3537番。

農業法人　飯塚哲郎　6－3003番。

まつのやま⑭

　このコーナーでは皆さんからの質問・

意見・要望等を広く募集しています。

抑当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

からお寄せください。お待ちしています。

餌紮無
、

　
保
育
料
に
つ
い
て
で

　
思
う
し
家
庭
に
よ
つ

　
う
に
思
い
ま
す
。
基

　
の
で
す
か
。

お
答
え
し
ま
す
”
保
育
料
の
算
出

は
、
前
年
の
世
帯
の
所
得
等
と
年

齢
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
が
、
一
例
を
L
げ
て
悦
男
し
ま

す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
保
育
料
は
、
基
準
額
表
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
基
準
額
表

と
は
、
世
帯
の
前
年
の
所
得
税
額
・

本
年
の
町
民
税
額
・
固
定
資
産
税

額
を
、
園
児
年
・
齢
に
よ
り
ト
階
曽

区
分
さ
れ
て
い
る
表
で
す
。
ま
た
、

階
層
区
分
は
所
得
税
が
優
先
し
、

所
得
税
が
な
い
場
合
、
町
民
税
・

固
定
資
産
税
で
区
分
さ
れ
ま
す
。

（
例
）
入
園
児
四
歳
『
人
、
未
満
児

｝
人
で
、
世
帯
の
所
得
税
額
合
計

三
万
五
乎
円
の
場
合
。

◎
四
歳
児
は
階
層
区
分
の
六
（
所

　
得
税
三
万
円
～
九
万
円
未
満
）

　
に
あ
て
は
ま
り
、
月
額
保
育
料

　
一
万
一
、
丑
O
円
と
な
り
ま

　
す
。

◎
未
満
児
は
同
じ
階
層
で
す
が
年

　
齢
が
違
い
ま
す
の
で
、
月
額
保

　
育
料
は
二
万
三
、
七
六
〇
円
と

　
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
入
園
児

　
”
一
人
H
か
ら
半
額
と
な
り
ま
す

　
の
で
、
　
一
万
一
、
八
八
O
円
と

　
な
り
、
』
人
合
計
で
↓
．
　
万
｝
．
一
、

　
〇
九
〇
円
に
な
り
ま
す
。

※
保
育
所
の
運
営
は
国
・
県
の
補

助
金
と
町
の
持
ち
出
し
、
及
び
保

育
料
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
関
係
で
、
国
で
定
め
る
基
準
額

表
に
よ
り
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
住
民
課
　
福
祉
係
）

す
が
、
す
ご
く
高
い
と

て
か
な
り
差
が
あ
る
よ

準
は
ど
う
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　
　
“意注

“

食中毒に注意しましょう

　今年も食品による事故が多発する

時期を迎えました。

次のことを守り、食中毒が発生し

ないように注意しましょう。

1、食品の調理にあたっては「清潔」

　「迅速」　「加熱・冷却」の原則を

守る。

2、魚介類は水洗いを十分に行って

から調理する。

3、会席料理は家庭へ持ち帰えらな
し㌔

　　　住民課　保健衛生係

お
答
え
し
ま
す
“
水
洗
便
所
に
す

る
に
は
「
し
尿
浄
化
そ
う
設
置
届

出
書
」
を
、
町
と
保
健
所
へ
工
事

一
カ
月
前
に
捉
出
し
、
許
吋
を
得

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
書

は
保
健
所
及
び
、
新
潟
県
の
登
録

業
者
の
所
に
あ
り
ま
す
。
　
（
実
際

に
は
詰
負
業
者
が
、
中
請
か
ら
r

事
ま
で
一
切
や
っ
て
く
れ
る
よ
う

で
す
）

　
次
に
、
浄
化
処
理
し
た
放
流
水

は
、
事
前
に
放
流
先
の
関
係
者
に

水
洗
便
所
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
人

の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
許
可
を
得
る
の
に
む

ず
か
し
い
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
条
件
や
流
末

処
理
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
倉
・
若
月
三
太
郎
）

答
え
し
ま
す
“
水
洗
便
所
に
す
　
　
話
し
同
意
を
得
て
お
く
方
が
良
い

に
は
「
し
尿
浄
化
そ
う
設
置
届
　
　
で
し
ょ
う
。

書
」
を
、
町
と
保
健
所
へ
工
事
　
　
　
ま
た
、
放
流
水
の
水
質
検
査
及

ヵ
月
前
に
捉
出
し
、
許
吋
を
得
　
　
び
施
設
の
保
守
点
検
を
、
毎
年
一

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
書
　
　
回
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と

保
健
所
及
び
、
新
潟
県
の
登
録
　
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
放

首
の
所
に
あ
り
ま
す
。
　
（
実
際
　
　
流
水
の
検
査
料
三
千
円
。
施
設
の

ほ
詰
負
業
者
が
、
中
請
か
ら
r
　
　
保
守
点
検
料
五
毛
円
～
…
万
二
千

よ
で
一
切
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
　
　
六
百
円
（
『
般
家
庭
川
）
が
、
か

り
）
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
ま
す
．

伏
に
、
浄
化
処
理
し
た
放
流
水
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
　
衛
生
係
）

ー
鈷
o
り
ー



広報

　　　　環

気

　、オ義噛’　“

箇秘群
》

　町制30周年記念式典
　　　　　　（8月14日松之山町民体育館）

’　　　　　　　，　　　ig889月号（晦151）
9月1日現在　口総人口4，047人（一6）　□男1，980人（一1）　□女2，067人（一5）　［コ世帯数1・205戸（一1）

（　）内は8月1日との比較

口広
発報
行
／

松
σ）

山や
含
（6）63

年

月
7iヲ

E］

∫り
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回

m
発

局行

7・谷華や
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花火をしているところ

　　瓢
おともだちとなわとびしているところ

腰凄亀・

　》

八7

つましましんじくん

まるやまなほさん

お母さんが消防車を追いかけて

いるところ

．、血F

さとうとしゆきくん

僖塵

▼
7
月
の
で
き
ご
と

I
H
　
老
人
ク
ラ
ゾ
連
合
会
ス
ボ

　
　
　
ー
ツ
大
会

2
H
　
第
四
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン

6
口
　
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人

　
　
　
会

　
　
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会

m
H
　
郡
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
友

　
　
　
会
（
町
民
体
育
館
）

　
　
　
町
消
防
想
定
訓
練
（
四
地

　
　
　
．
区
）

H
H
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

B
H
　
第
一
回
町
民
長
な
わ
と
び

　
　
大
会

格
目
　
町
民
っ
な
ひ
き
人
会

m
口
　
議
会
産
業
経
済
、
安
員
会

22

日
　
選
挙
管
理
委
員
会

別
H
　
第
卜
．
．
．
回
町
民
体
育
大
会

6
i
　
　
，
ノ
N
仁
．
L
．
＝
．
丈
N
、
、
“
伐

2
1
　
陽
隔
矧
」
～
冨

路
H
　
町
以
．
r
竜
水
泳
大
会

四
H
　
農
業
、
安
H
へ
会
総
会

▼
8
月
の
予
定

5
口
　
県
寿
術
博
物
館
所
蔵
品
展

　
　
　
（
7
H
支
で
）

6
日
　
浦
田
占
、
ハ
夏
の
か
よ
く
ら
塾

　
　
　
（
7
口
ま
で
）

B
日
　
人
厳
与
高
原
ま
つ
り

14

H
　
町
制
施
行
、
、
．
卜
川
年
記
今
心

　
　
　
式
典

法務総合特設相談所開設

人権侵’llf・1二地・建物。相続・家庭・損

’占：賠償・いじめその他のll常生活の心配で

お困りのノ∫4）1こ目、淡に1，さじます。

弔必停1は糸色対に矢了らオしますカ・ら、笈丸il蓬にお

いでください。

〉とき
9月9川斜・午前10時から午後3時まで

レところ

松之山町自然休養村センター

〉ヒ催
L越人権擁1護委員協、、我会

松之山町

一」

　
あ
の
警
い
夏
は
、
い
っ
た
い
ど

こ
へ
行
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
梅
雨
明
の
宣
．
．
＝
日
が
川
さ
れ
て
も

あ
ま
り
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
ね
。

こ
の
よ
よ
で
は
稲
や
野
菜
・
人
問

ま
で
も
が
ダ
［
メ
に
な
っ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
ね
。

　
さ
て
、
町
制
．
』
卜
周
年
事
業
も

順
調
に
進
み
、
記
へ
・
心
誌
も
も
う
す

ぐ
皆
さ
ん
の
f
に
届
く
と
思
い
ま

す
。
楽
し
か
っ
た
り
、
苫
し
か
っ

た
り
し
た
』
一
十
年
。
も
う
一
度
振

り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

正
解
者

　
田
辺
啓
治
さ
ん
（
松
之
山

　
石
塚
幸
貞
さ
ん
（
湯
之
島

●●○
●●
④②●

鯉？

i
o
o
ゆ
o
り
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